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２
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／
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号198第

前
回
の
答
え
と
当
選
者

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

第
51
弾
で
す
。

で配信中で配信中

タ
テ
の
カ
ギ

1 

こ
こ
の
東
塔
は
国
宝
で
す

2 

二
十
四
節
気
の
一
つ
。
立

春
の
次

5 

日
本
が
昼
間
だ
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は

6 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
こ
う
呼

ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す

7 

♪
○
○
や
こ
ん
こ
、
あ
ら

れ
や
こ
ん
こ

ヨ
コ
の
カ
ギ

2 

○
○
に
爪
あ
り
爪
に
爪
な

し
3 

成
功
す
る
こ
と

4 

愛
媛
県
の
旧
国
名

6 

今
年
は
昭
和
22
年
生
ま
れ

が
数
え
年
で
迎
え
ま
す

8 

東
奥
三
大
霊
場
の
ひ
と
つ

〇
〇
〇
山

問
題

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
E
F
の
順
に
並
べ

た
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
。

６
文
字
で
す
。

答
え
の
ヒ
ン
ト

1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
限
定

だ
が
町
内
小
中
学
校
で
無
償

化
さ
れ
て
い
る

子（
学
園
）、安
藤
春
実（
学

園
）、澤
田
直
久（
学
園
）

―

順
不
同・敬
称
略―

★
は
が
き
に
答
え

  

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、

〒
3
6
2
ー
8
5
1
7

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

☆
締
切
　
２
月
28
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

　
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
エ
コ
手

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表

は
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

　
前
回
の
答
え
は
「
ブ
ン

カ
サ
イ
」
で
し
た
。
応
募

総
数
25
人
。
正
解
者
25
人

の
う
ち
抽
選
で
10
人
の
方

に
「
エ
コ
手
袋
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

〈
当
選
者
〉

伊
藤
利
誠（
本
町
）、千
葉
弘

幸（
本
町
）、平
田
登
志
子（
小

室
）、赤
沼
テ
ル（
小
針
新

宿
）、塚
本
信
子（
小
針
新

宿
）、永
倉
三
千
代（
中
央
）、

赤
瀬
徹（
西
小
針
）、増
田
敬

応
募
方
法

（
例
　Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ

）

「伊奈町議会だより」も「伊奈町議会だより」も
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例
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

▲ローズちゃんの「エコ手袋」
　※色は選べません

◇
毎
月
楽
し
く
読
ん
で
お

り
ま
す
。
11
月
19
日
の
議

会
報
告
会
参
加
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
50
代
）

◇
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
伊
奈

町
の
情
報
が
良
く
わ
か
る

の
で
次
回
以
降
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
伊
奈

町
民
と
し
て
、
伊
奈
町
の

現
状
や
改
善
点
に
つ
い
て
、

も
っ
と
興
味
を
持
た
な
い

と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　
（
30
代
）

◇
議
会
だ
よ
り
の
文
字
も

大
き
く
色
づ
か
い
も
良
く

見
易
い
で
す
ね
。　（
80
代
）

◇
80
歳
以
上
に
補
聴
器
代

の
一
部
負
担
が
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。　
（
90
代
）

◇
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
学
校
以
外
の
施
設

で
も
当
た
り
前
に
な
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
10
代
）

◇
共
働
き
の
家
庭
が
多
い

中
、
保
育
園
の
延
長
は
助

か
る
と
思
い
ま
す
。

◇
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、

議
員
さ
ん
の
取
り
組
み
方

や
活
動
内
容
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
　
　
（
70
代
）

　
令
和
４
年
12
月
議
会
も

13
日
で
無
事
に
閉
会
し
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
６
波

が
年
明
け
に
始
ま
り
、
全

国
で
感
染
者
が
10
万
人
を

超
え
医
療
現
場
も
国
民
も

不
安
を
抱
い
て
、
マ
ス
ク

を
２
枚
重
ね
る
人
も
い
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
も
３
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
観
光
地

活
性
化
対
策
の
県
民
割
が

始
ま
り
、
そ
の
矢
先
の
第

６
波
の
流
行
で
あ
り
ま
し

た
。

　
現
在
も
第
７
波
、
８
波

と
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
続
い

て
お
り
ま
す
。

　
２
月
24
日
に
は
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
、

す
で
に
10
か
月
に
な
り
ま

す
。
逃
げ
惑
う
母
子
の
姿

は
、
戦
争
の
悲
惨
を
見
せ

つ
け
ま
す
。
世
界
の
流
通

は
乱
れ
、
円
安
は
進
み
、

ま
さ
に
世
界
は
混
沌
と
混

乱
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
寅
年
か
ら
卯
年

に
、
穏
や
か
な
年
に
ジ
ャ

ン
プ
し
よ
う
。

（
大
野  

興
一
）

編
集
後
記

議
会
広
報
委
員
会

委  

員  

長
　上
野
　尚
德

副
委
員
長
　髙
橋
ま
ゆ
み

委
　
　員
　武
藤
　倫
雄

委
　
　員
　山
野
　智
彦

委
　
　員
　大
野
　興
一

委
　
　員
　戸
張
　光
枝

委
　
　員
　藤
原
　義
春

委
　
　員
　青
木
　久
男

声
の
者
読

◇
議
会
だ
よ
り
で
伊
奈
町

の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
　
　
　
　
（
70
代
）◆令和３年度決算特別委員会

◆議会報告会・アンケート結果特集

12月定例会令和４年

P５ ～ ７P５ ～ ７
P21～ 23P21 ～ 23 読みやすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

植物油インキを植物油インキを
使用しています。使用しています。

★議会だよりは再生紙を
　使用しています。
★議会だよりは再生紙を
　使用しています。
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定例会  議案概要等 定例会  議案概要等

（注）予算額には事務費を含む

（単位：万円）

　価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
小
・
中
学
生
の
保
護

者
に
対
し
、
学
校
給
食
費

の
免
除
ま
た
は
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
全
額
補
助

　
　
対
象
者
は
。

　
　
町
立
小
学
校
２
２
９

１
人
、
町
立
中
学
校
１
３

３
２
人
。

問
　
学
校
教
職
員
に
も
適

用
さ
れ
る
の
か
。

答
　
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
適
用
し
、
教
職

員
に
は
適
用
し
な
い
。

●
私
立
小
・
中
学
校
等
お

よ
び
小
・
中
特
別
支
援
奨

励
者
に
も
支
援

　
　
対
象
者
は
。

　
　
私
立
小
学
校
等
72
人
、

私
立
中
学
校
等
１
５
８
人
。

小
学
校
特
別
支
援
奨
励
者

39
人
、
中
学
校
特
別
支
援

奨
励
者
24
人
。

問
　
私
立
は
５
千
円
か
ら

６
千
円
と
、
給
食
費
に
差

が
あ
る
が
町
の
公
立
小
・

中
学
校
と
同
様
と
す
る
の

か
。

答
　
町
の
小
学
校
は
月
額

４
３
５
０
円
、
中
学
校
は

月
額
５
１
５
０
円
な
の
で
、

そ
こ
ま
で
を
上
限
と
す
る
。

　
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
低
所
得
世
帯
に
対
し

１
世
帯
当
た
り
５
万
円
の

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

問
　
住
民
税
均
等
割
だ
け

の
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

答
　
約
８
０
０
世
帯
あ
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
を
議
会
を
開
か
ず
専
決

処
分
し
た
理
由
は
。

答
　
価
格
高
騰
の
お
り
、

い
っ
と
き
で
も
早
く
支
給

し
た
い
た
め
。
国
か
ら
も

同
様
な
要
請
が
あ
っ
た
。

問
　
専
決
処
分
日
と
そ
の

後
の
支
給
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
10
月
21
日
に
専
決
処

分
を
し
、
11
月
１
日
に
は

プ
ッ
シ
ュ
型
で
対
象
者
に

案
内
し
た
。

問
　
今
ま
で
何
人
く
ら
い

に
支
給
で
き
た
か
。

答
　
ま
だ
支
給
で
き
て
い

な
い
。（
11
月
29
日
現
在
）

　
国
の
支
給
を
先
に
し
た

の
で
遅
れ
て
い
る
。

　
重
点
的
支
援
先
と
し
て
、

公
共
交
通
機
関
、
障
害
福

祉
事
業
所
、
介
護
事
業
所
、

保
育
所
、
医
療
系
機
関
等

に
、
給
付
が
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。（
左
表
参
照
）

問
　
9
月
議
会
で
議
決
し

た
、
が
ん
ば
れ
！
伊
奈
の

事
業
者
応
援
大
作
戦
（
5

万
円
）
と
給
付
は
重
複
す

る
の
か
。

答
　
対
象
の
事
業
所
は
両

方
支
給
さ
れ
る
。

問
　
申
請
や
支
給
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
介
護
事
業
所
で
は
、

既
に
４
割
の
申
請
が
あ
り
、

２
０
０
万
円
を
支
給
済
で

あ
る
。（
11
月
29
日
現
在
）

価格高騰重点支援事業
種類 対象（事業者数） 支援内容 予算額

公共交通
バス（２） ５万円×12路線

75
タクシー（１） ５万円×３タクシープール

障害福祉
訪問系（８）、通所系（13） １事業所各５万円

136
入所系（３）

介 護
訪問系（33）、通所系（20） １事業所各５万円

476
入所系（21） １事業所各10万円

１事業所各10万円

生産団体 水利組合（撥水機） 電気料高騰分（昨年との差額） 53

保 育 所 町内私立保育施設
認可外保育施設 1,700円×定員数(合計904名） 154

医療機関

入院施設あり医療機関（3） １事業所各10万円

291
入院施設なし医療機関（13）

１事業所各５万円歯科医院（15）
調剤薬局（23）助産院（1）

問答 問答

問答問答

　
12
月
定
例
会
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
等
は
、
報
告
１
件
、
諮
問
２
件
、
議
案
24
件
、

議
員
提
出
議
案
２
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

学校給食費の減免が決まる低所得者に支援金（５万円）

1億807万円電力・ガス・食料品等価格高騰重点　支援地方交付金　を活用

問 問答 答

問答問答

5,314万円予算額4,087万円町事業
2億1,529万円国事業

期間は令和５年１月から３月分まで期間は令和５年１月から３月分まで

重点支援先への価格高騰支援給付事業
新型コロナウイルス感染 症対策新型コロナウイルス感染 症対策

問

問 答答

1,184万円予算額

　
新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
民
の
皆
様
に
は
時
に
は
本
会
議
や
委
員

会
の
傍
聴
自
粛
等
を
お
願
い
し
な
が
ら
議
会
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
本
会
議
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
、
ご
自
宅
に
い
て
も
、

本
会
議
の
模
様
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
予
算
要
求

を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
議
会

議
員
の
中
で
は
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
事
業
の
自
粛

や
疲
弊
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
心
配
す
る
課
題

指
摘
が
目
立
ち
ま
す
。

今
年
も
私
た
ち
は
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
、
町

民
皆
様
に
寄
り
添
い
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
願
し

新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま

す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

伊
奈
町
議
会 

議
長

　永
末
厚
二

公職選挙法の規定により、選挙区内に年賀状等のあいさつ状を出すことは禁じられています。
議員個人としての年賀状は失礼させていただいております。

住
民
税
非
課
税
の
３
９
０
０
世
帯
と

家
計
急
変
世
帯
に
支
援

国
事
業

住
民
税
均
等
割
だ
け
の
世
帯
に
も
拡
大

町
事
業

予算額
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定例会  議案概要等 定例会  議案概要等

（注）予算額には事務費を含む

（単位：万円）

　価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
小
・
中
学
生
の
保
護

者
に
対
し
、
学
校
給
食
費

の
免
除
ま
た
は
支
援
金
を

支
給
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
費
全
額
補
助

　
　
対
象
者
は
。

　
　
町
立
小
学
校
２
２
９

１
人
、
町
立
中
学
校
１
３

３
２
人
。

問
　
学
校
教
職
員
に
も
適

用
さ
れ
る
の
か
。

答
　
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
適
用
し
、
教
職

員
に
は
適
用
し
な
い
。

●
私
立
小
・
中
学
校
等
お

よ
び
小
・
中
特
別
支
援
奨

励
者
に
も
支
援

　
　
対
象
者
は
。

　
　
私
立
小
学
校
等
72
人
、

私
立
中
学
校
等
１
５
８
人
。

小
学
校
特
別
支
援
奨
励
者

39
人
、
中
学
校
特
別
支
援

奨
励
者
24
人
。

問
　
私
立
は
５
千
円
か
ら

６
千
円
と
、
給
食
費
に
差

が
あ
る
が
町
の
公
立
小
・

中
学
校
と
同
様
と
す
る
の

か
。

答
　
町
の
小
学
校
は
月
額

４
３
５
０
円
、
中
学
校
は

月
額
５
１
５
０
円
な
の
で
、

そ
こ
ま
で
を
上
限
と
す
る
。

　
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
た
低
所
得
世
帯
に
対
し

１
世
帯
当
た
り
５
万
円
の

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

問
　
住
民
税
均
等
割
だ
け

の
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

答
　
約
８
０
０
世
帯
あ
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予

算
を
議
会
を
開
か
ず
専
決

処
分
し
た
理
由
は
。

答
　
価
格
高
騰
の
お
り
、

い
っ
と
き
で
も
早
く
支
給

し
た
い
た
め
。
国
か
ら
も

同
様
な
要
請
が
あ
っ
た
。

問
　
専
決
処
分
日
と
そ
の

後
の
支
給
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
10
月
21
日
に
専
決
処

分
を
し
、
11
月
１
日
に
は

プ
ッ
シ
ュ
型
で
対
象
者
に

案
内
し
た
。

問
　
今
ま
で
何
人
く
ら
い

に
支
給
で
き
た
か
。

答
　
ま
だ
支
給
で
き
て
い

な
い
。（
11
月
29
日
現
在
）

　
国
の
支
給
を
先
に
し
た

の
で
遅
れ
て
い
る
。

　
重
点
的
支
援
先
と
し
て
、

公
共
交
通
機
関
、
障
害
福

祉
事
業
所
、
介
護
事
業
所
、

保
育
所
、
医
療
系
機
関
等

に
、
給
付
が
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。（
左
表
参
照
）

問
　
9
月
議
会
で
議
決
し

た
、
が
ん
ば
れ
！
伊
奈
の

事
業
者
応
援
大
作
戦
（
5

万
円
）
と
給
付
は
重
複
す

る
の
か
。

答
　
対
象
の
事
業
所
は
両

方
支
給
さ
れ
る
。

問
　
申
請
や
支
給
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
介
護
事
業
所
で
は
、

既
に
４
割
の
申
請
が
あ
り
、

２
０
０
万
円
を
支
給
済
で

あ
る
。（
11
月
29
日
現
在
）

価格高騰重点支援事業
種類 対象（事業者数） 支援内容 予算額

公共交通
バス（２） ５万円×12路線

75
タクシー（１） ５万円×３タクシープール

障害福祉
訪問系（８）、通所系（13） １事業所各５万円

136
入所系（３）

介 護
訪問系（33）、通所系（20） １事業所各５万円

476
入所系（21） １事業所各10万円

１事業所各10万円

生産団体 水利組合（撥水機） 電気料高騰分（昨年との差額） 53

保 育 所 町内私立保育施設
認可外保育施設 1,700円×定員数(合計904名） 154

医療機関

入院施設あり医療機関（3） １事業所各10万円

291
入院施設なし医療機関（13）

１事業所各５万円歯科医院（15）
調剤薬局（23）助産院（1）

問答 問答

問答問答

　
12
月
定
例
会
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
等
は
、
報
告
１
件
、
諮
問
２
件
、
議
案
24
件
、

議
員
提
出
議
案
２
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

学校給食費の減免が決まる低所得者に支援金（５万円）

1億807万円電力・ガス・食料品等価格高騰重点　支援地方交付金　を活用

問 問答 答

問答問答

5,314万円予算額4,087万円町事業
2億1,529万円国事業

期間は令和５年１月から３月分まで期間は令和５年１月から３月分まで

重点支援先への価格高騰支援給付事業
新型コロナウイルス感染 症対策新型コロナウイルス感染 症対策

問

問 答答

1,184万円予算額

　
新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
町
民
の
皆
様
に
は
時
に
は
本
会
議
や
委
員

会
の
傍
聴
自
粛
等
を
お
願
い
し
な
が
ら
議
会
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
は
本
会
議
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
、
ご
自
宅
に
い
て
も
、

本
会
議
の
模
様
を
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
予
算
要
求

を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
の
議
会

議
員
の
中
で
は
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
事
業
の
自
粛

や
疲
弊
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
心
配
す
る
課
題

指
摘
が
目
立
ち
ま
す
。

今
年
も
私
た
ち
は
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
、
町

民
皆
様
に
寄
り
添
い
、

課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
願
し

新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま

す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

伊
奈
町
議
会 

議
長

　永
末
厚
二

公職選挙法の規定により、選挙区内に年賀状等のあいさつ状を出すことは禁じられています。
議員個人としての年賀状は失礼させていただいております。

住
民
税
非
課
税
の
３
９
０
０
世
帯
と

家
計
急
変
世
帯
に
支
援

国
事
業

住
民
税
均
等
割
だ
け
の
世
帯
に
も
拡
大

町
事
業

予算額
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ま
た
、
町
税
の
徴
収
率

は
、
98
・
７
％
（
前
年
度

98
・
3
％
）
で
し
た
。

地
方
交
付
税

　
地
方
交
付
税
決
算
額
は
、

14
億
１
９
３
万
９
千
円
で
、

４
億
４
３
０
３
万
３
千
円

（
46
・
２
％
）
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
力
指
数
は
、

０
・
８
４
８
で
、
前
年
度

に
比
べ
、
０
・
０
２
５
ポ

イ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
財
政
力
指
数
と
は
、
基

準
財
政
需
要
額
に
占
め
る

基
準
財
政
収
入
額
の
割
合

で
、
過
去
３
年
間
の
平
均

で
す
。

町
債

　
町
債
決
算
額
は
、
13
億

４
１
０
６
万
６
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
５
億
２

５
９
７
万
３
千
円
、
64
・

５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
２
億
９
９
３
７
万

３
千
円
、
役
場
庁
舎
整
備

事
業
２
億
２
９
４
０
万
円

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

概
算
事
業
費
の
検
証

問
　
概
算
の
増
額
要
因
は
。

答
　
令
和
３
年
度
実
施
し

た
各
種
調
査
に
よ
り
、
現

庁
舎
下
の
既
存
杭
の
撤
去

費
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
応

費
用
、
環
境
に
配
慮
し
た

設
備
な
ど
の
割
増
し
に
加

え
て
物
価
の
上
昇
分
に
よ

る
。

問
　
基
本
計
画
で
は
分
か

ら
な
か
っ
た
の
か
。
　

答
　
県
内
事
例
の
平
均
で

算
出
し
た
調
査
前
の
も
の

で
反
映
で
き
な
か
っ
た
。

問
　
概
算
額
の
意
味
は
。

答
　
事
業
者
の
募
集
向
け

の
も
の
。
今
後
基
本
設
計
、

実
施
設
計
で
金
額
が
決
ま

る
。

問
　
設
計
業
務
の
増
額
理

由
は
。

答
　
建
物
面
積
の
単
価
増

や
、
設
備
の
内
容
が
変
わ

っ
た
た
め
。

問
　
増
額
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
環
境
に
配
慮
し
た

設
備
と
は
何
か
。

答
　
太
陽
光
や
風
な
ど
を

利
用
す
る
設
備
。
補
助
金

も
あ
る
が
も
ら
え
る
か
は

不
明
。

問
　
事
業
費
の
上
限
を
定

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
規
模
の
縮
小
、
複
合

化
施
設
等
検
討
し
て
い
る
。

答
　
規
約
の
変
更
や
負
担

割
合
な
ど
の
重
要
事
項
に

つ
い
て
は
両
市
町
で
十
分

に
事
前
協
議
し
た
上
で
上

程
さ
れ
、
一
部
事
務
組
合

議
会
で
は
な
く
両
市
町
の

議
会
の
議
決
を
得
る
こ
と

第
83
号
議
案
　上
尾
伊
奈

資
源
循
環
組
合
規
約
案

問
　
新
ご
み
処
理
施
設
に

設
置
さ
れ
る
一
部
事
務
組

合
議
会
の
議
員
定
数
を
上

尾
市
６
人
、
伊
奈
町
２
人

と
し
た
根
拠
は
何
か
。

答
　
上
尾
桶
川
伊
奈
衛
生

組
合
を
参
考
に
人
口
規
模

と
負
担
割
合
を
勘
案
し
て

決
定
し
た
。

問
　
議
員
定
数
の
差
に
よ

っ
て
両
市
町
の
負
担
割
合

を
変
更
す
る
な
ど
の
重
要

事
項
の
決
定
に
影
響
は
な

い
か
。

歳
入
の
増
減

　
前
年
度
と
の
増
減
額
で

み
る
と
、
増
加
額
が
大
き

な
順
で
は
、
町
債
５
億
２

５
９
７
万
３
千
円
、
地
方

交
付
税
４
億
４
３
０
３
万

３
千
円
、
繰
越
金
１
億
７

６
６
３
万
１
千
円
等
な
の

に
対
し
、
減
少
額
が
大
き

な
順
で
は
、
国
庫
支
出
金

36
億
１
３
０
１
万
４
千
万

円
、
繰
入
金
５
４
１
２
万

円
、
県
支
出
金
１
３
２
１

万
２
千
円
等
で
す
。

町
税

　
町
税
収
入
総
額
は
、
57

億
９
６
９
２
万
４
千
円
で
、

前
年
度
比
37
万
６
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
固
定
資
産
税
６
１
８

６
万
４
千
円
（
前
年
度
比

２
・
４
％
減
）
、
所
得
割

２
７
３
万
１
千
円
（
０
・

１
％
減
）
で
す
。

　
増
額
と
な
っ
て
い
る
の

は
法
人
町
民
税
３
億
６
９

２
０
万
６
千
円
（
10
・
８

％
）、
町
た
ば
こ
税
２
２

８
４
万
２
千
円
（
９
・
５

％
）
で
す
。

と
な
る
の
で
影
響
は
な
い
。

問
　
付
帯
施
設
や
敷
地
の

有
効
利
用
に
関
し
て
、
地

権
者
の
要
望
や
周
辺
住
民

へ
の
配
慮
な
ど
建
設
地
自

治
体
と
し
て
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
確
保
で
き
る
の
か
。

答
　
将
来
に
わ
た
り
両
市

町
の
ご
み
処
理
を
続
け
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
地
元

地
域
に
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
の
で
、
伊
奈

町
が
し
っ
か
り
と
地
権
者

と
地
元
の
要
望
を
伺
い
、

上
尾
市
と
一
部
事
務
組
合

と
一
体
と
な
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

庁舎事例の工事単価をベースに市場変化等を考慮し
た概算事業費
ここからどれだけ金額を下げることができるのか

ごみ処理施設の供用開始までは
レストラン跡が組合事務所とな
ります

増額要因：
・物価上昇
・令和3年度業務委託調査結果
を踏まえ、杭工事割増
(GL-50m) 及び既存杭の撤去費
（約200本）等
・環境に配慮した設備費

73.09億円

58.94億円 124%

①基本計画の概算事業費
　(2021年7月策定時点）

設計・監理費
3.92億円

別棟2.49億

建築費
（新庁舎）
49.74億円

建築費
（新庁舎）
61.88億円

撤去費2.79億円

設計・監理費
4.14億円

別棟2.70億

撤去費4.38億円

②CM業者が市況変化等を
　考慮して再算出した概算事業費
　（2022年11月時点）

※税込金額（億円）

武
藤 

倫
雄  

議
員

み
ち 

お

 

む 

と
う

　令和３年度決算は、議長、監査委員を除く議員で構成された
決算特別委員会（審査日10月27日・28日）で審査し、12月定例
会初日の本会議において採決し、全て認定しました。

問問 答

問答

答

令
和
３
年
度
決
算
審
査

法
人
町
民
税
が
増
加

法
人
町
民
税
が
増
加

町
債
の
決
算
額
も
増
加

町
債
の
決
算
額
も
増
加

第12回 新庁舎建設特別委員会

問答問答 問答

問答問答問答

概算事業費 24％増　規模縮小等も検討へ

議
案
に
対
す
る
質
疑

町
民
に
不
利
益
の
な
い

　
　
　
　規
約
で
あ
る
か

歳入決算額
151億2,314万5千円

歳出決算額
144億7,331万1千円

令和３年度
の歳出構成比

扶助費28.2％
物件費
17.9％

公債費 8.2％

維持補修費 1.1％

補助費等 5.3％

貸付金 0.1％
積立金 6.5％

人件費
19.8％

繰出金 7.5％
普通建設事業費 5.4％

令和３年度
の歳入構成比

町税38.3％

国・県支出金
27.6％

地方交付税 9.3％

繰入金 0.2％

繰越金 3.7％
町債 8.9％ その他

12.0％

性質別歳出決算構成比
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ま
た
、
町
税
の
徴
収
率

は
、
98
・
７
％
（
前
年
度

98
・
3
％
）
で
し
た
。

地
方
交
付
税

　
地
方
交
付
税
決
算
額
は
、

14
億
１
９
３
万
９
千
円
で
、

４
億
４
３
０
３
万
３
千
円

（
46
・
２
％
）
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
力
指
数
は
、

０
・
８
４
８
で
、
前
年
度

に
比
べ
、
０
・
０
２
５
ポ

イ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
財
政
力
指
数
と
は
、
基

準
財
政
需
要
額
に
占
め
る

基
準
財
政
収
入
額
の
割
合

で
、
過
去
３
年
間
の
平
均

で
す
。

町
債

　
町
債
決
算
額
は
、
13
億

４
１
０
６
万
６
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
５
億
２

５
９
７
万
３
千
円
、
64
・

５
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
２
億
９
９
３
７
万

３
千
円
、
役
場
庁
舎
整
備

事
業
２
億
２
９
４
０
万
円

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

概
算
事
業
費
の
検
証

問
　
概
算
の
増
額
要
因
は
。

答
　
令
和
３
年
度
実
施
し

た
各
種
調
査
に
よ
り
、
現

庁
舎
下
の
既
存
杭
の
撤
去

費
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
応

費
用
、
環
境
に
配
慮
し
た

設
備
な
ど
の
割
増
し
に
加

え
て
物
価
の
上
昇
分
に
よ

る
。

問
　
基
本
計
画
で
は
分
か

ら
な
か
っ
た
の
か
。
　

答
　
県
内
事
例
の
平
均
で

算
出
し
た
調
査
前
の
も
の

で
反
映
で
き
な
か
っ
た
。

問
　
概
算
額
の
意
味
は
。

答
　
事
業
者
の
募
集
向
け

の
も
の
。
今
後
基
本
設
計
、

実
施
設
計
で
金
額
が
決
ま

る
。

問
　
設
計
業
務
の
増
額
理

由
は
。

答
　
建
物
面
積
の
単
価
増

や
、
設
備
の
内
容
が
変
わ

っ
た
た
め
。

問
　
増
額
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
環
境
に
配
慮
し
た

設
備
と
は
何
か
。

答
　
太
陽
光
や
風
な
ど
を

利
用
す
る
設
備
。
補
助
金

も
あ
る
が
も
ら
え
る
か
は

不
明
。

問
　
事
業
費
の
上
限
を
定

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
規
模
の
縮
小
、
複
合

化
施
設
等
検
討
し
て
い
る
。

答
　
規
約
の
変
更
や
負
担

割
合
な
ど
の
重
要
事
項
に

つ
い
て
は
両
市
町
で
十
分

に
事
前
協
議
し
た
上
で
上

程
さ
れ
、
一
部
事
務
組
合

議
会
で
は
な
く
両
市
町
の

議
会
の
議
決
を
得
る
こ
と

第
83
号
議
案
　上
尾
伊
奈

資
源
循
環
組
合
規
約
案

問
　
新
ご
み
処
理
施
設
に

設
置
さ
れ
る
一
部
事
務
組

合
議
会
の
議
員
定
数
を
上

尾
市
６
人
、
伊
奈
町
２
人

と
し
た
根
拠
は
何
か
。

答
　
上
尾
桶
川
伊
奈
衛
生

組
合
を
参
考
に
人
口
規
模

と
負
担
割
合
を
勘
案
し
て

決
定
し
た
。

問
　
議
員
定
数
の
差
に
よ

っ
て
両
市
町
の
負
担
割
合

を
変
更
す
る
な
ど
の
重
要

事
項
の
決
定
に
影
響
は
な

い
か
。

歳
入
の
増
減

　
前
年
度
と
の
増
減
額
で

み
る
と
、
増
加
額
が
大
き

な
順
で
は
、
町
債
５
億
２

５
９
７
万
３
千
円
、
地
方

交
付
税
４
億
４
３
０
３
万

３
千
円
、
繰
越
金
１
億
７

６
６
３
万
１
千
円
等
な
の

に
対
し
、
減
少
額
が
大
き

な
順
で
は
、
国
庫
支
出
金

36
億
１
３
０
１
万
４
千
万

円
、
繰
入
金
５
４
１
２
万

円
、
県
支
出
金
１
３
２
１

万
２
千
円
等
で
す
。

町
税

　
町
税
収
入
総
額
は
、
57

億
９
６
９
２
万
４
千
円
で
、

前
年
度
比
37
万
６
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
減
額
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
固
定
資
産
税
６
１
８

６
万
４
千
円
（
前
年
度
比

２
・
４
％
減
）
、
所
得
割

２
７
３
万
１
千
円
（
０
・

１
％
減
）
で
す
。

　
増
額
と
な
っ
て
い
る
の

は
法
人
町
民
税
３
億
６
９

２
０
万
６
千
円
（
10
・
８

％
）、
町
た
ば
こ
税
２
２

８
４
万
２
千
円
（
９
・
５

％
）
で
す
。

と
な
る
の
で
影
響
は
な
い
。

問
　
付
帯
施
設
や
敷
地
の

有
効
利
用
に
関
し
て
、
地

権
者
の
要
望
や
周
辺
住
民

へ
の
配
慮
な
ど
建
設
地
自

治
体
と
し
て
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
を
確
保
で
き
る
の
か
。

答
　
将
来
に
わ
た
り
両
市

町
の
ご
み
処
理
を
続
け
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
地
元

地
域
に
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
と
な
る
の
で
、
伊
奈

町
が
し
っ
か
り
と
地
権
者

と
地
元
の
要
望
を
伺
い
、

上
尾
市
と
一
部
事
務
組
合

と
一
体
と
な
っ
て
対
応
し

て
い
く
。

庁舎事例の工事単価をベースに市場変化等を考慮し
た概算事業費
ここからどれだけ金額を下げることができるのか

ごみ処理施設の供用開始までは
レストラン跡が組合事務所とな
ります

増額要因：
・物価上昇
・令和3年度業務委託調査結果
を踏まえ、杭工事割増
(GL-50m) 及び既存杭の撤去費
（約200本）等
・環境に配慮した設備費

73.09億円

58.94億円 124%

①基本計画の概算事業費
　(2021年7月策定時点）

設計・監理費
3.92億円

別棟2.49億

建築費
（新庁舎）
49.74億円

建築費
（新庁舎）
61.88億円

撤去費2.79億円

設計・監理費
4.14億円

別棟2.70億

撤去費4.38億円

②CM業者が市況変化等を
　考慮して再算出した概算事業費
　（2022年11月時点）

※税込金額（億円）

武
藤 

倫
雄  

議
員

み
ち 

お

 

む 

と
う

　令和３年度決算は、議長、監査委員を除く議員で構成された
決算特別委員会（審査日10月27日・28日）で審査し、12月定例
会初日の本会議において採決し、全て認定しました。

問問 答

問答

答

令
和
３
年
度
決
算
審
査

法
人
町
民
税
が
増
加

法
人
町
民
税
が
増
加

町
債
の
決
算
額
も
増
加

町
債
の
決
算
額
も
増
加

第12回 新庁舎建設特別委員会

問答問答 問答

問答問答問答

概算事業費 24％増　規模縮小等も検討へ

議
案
に
対
す
る
質
疑

町
民
に
不
利
益
の
な
い

　
　
　
　規
約
で
あ
る
か

歳入決算額
151億2,314万5千円

歳出決算額
144億7,331万1千円

令和３年度
の歳出構成比

扶助費28.2％
物件費
17.9％

公債費 8.2％

維持補修費 1.1％

補助費等 5.3％

貸付金 0.1％
積立金 6.5％

人件費
19.8％

繰出金 7.5％
普通建設事業費 5.4％

令和３年度
の歳入構成比

町税38.3％

国・県支出金
27.6％

地方交付税 9.3％

繰入金 0.2％

繰越金 3.7％
町債 8.9％ その他

12.0％

性質別歳出決算構成比



正
を
し
た
。

　
徴
収
清
算
金
の
全
体
と

進
捗
状
況
、
残
高
は
。

答
　
徴
収
清
算
金
の
総
額

は
２
億
５
３
６
万
１
７
２

２
円
だ
。
令
和
３
年
度
か

ら
徴
収
を
始
め
て
最
終
年

度
は
令
和
13
年
度
。
令
和

３
年
度
末
時
点
の
収
納
額

は
1
億
6
７
４
４
万
１
０

５
円
、
収
納
率
は
81
・
５

％
。
翌
年
度
以
降
の
分
割

納
付
総
額
は
３
０
０
５
万

６
６
０
０
円
。
残
り
７
８

６
万
５
０
１
７
円
は
滞
納

分
。
そ
の
う
ち
１
件
は
令

和
４
年
度
か
ら
分
割
納
付
。

４
件
は
こ
れ
か
ら
財
産
調

査
し
て
滞
納
処
分
を
行
う
。

水
道
事
業
会
計

管
路
経
年
化
率

問
　
管
路
更
新
率
が
前
年

比
、
０
・
37
％
減
の
１
・

３
％
と
悪
化
し
て
い
る
が
、

計
画
ど
お
り
だ
っ
た
の
か
。

答
　
計
画
距
離
が
短
か
っ

た
た
め
で
、
予
定
ど
お
り

だ
っ
た
。

　
世
帯
収
入
と
世
帯
構
成

等
を
ベ
ー
ス
に
し
た
計
算

式
で
判
断
し
て
い
る
。
な

お
、
令
和
３
年
度
高
校
進

学
で
、
こ
ち
ら
の
基
準
に

当
て
は
ま
ら
な
い
事
例
も

あ
っ
た
。

歳
出
全
般

義
務
的
経
費
に
つ
い
て

問
　
当
町
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
は
人
件
費

か
物
件
費
か
。

答
　
義
務
的
経
費
に
あ
た

る
人
件
費
だ
。

問
　
義
務
的
経
費
56
・
２

％
で
、
財
政
の
硬
直
化
に

つ
い
て
危
機
感
は
。

答
　
継
続
中
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

で
人
口
増
と
労
働
人
口
増

を
見
込
ん
で
硬
直
化
を
防

ぎ
た
い
。

中
部
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計

徴
収
清
算
金
に
つ
い
て

問
　
徴
収
清
算
金
が
一
括

納
入
で
増
え
補
正
予
算
で

５
３
０
０
万
円
追
加
補

問問

問

答答問

答答

８
万
円
、
こ
の
委
託
料
の

具
体
的
な
委
託
内
容
と
委

託
先
は
。

答
　
農
業
戦
略
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
沿
っ
た
事
業
の
企

画
、
推
進
、
マ
ッ
チ
ン
グ

等
を
行
う
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
新

規
就
農
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
伊
奈
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
新
た
な
生
産
団
体

の
組
織
化
、
法
人
化
を
支

援
し
て
い
る
。
2
名
が
法

人
化
し
て
い
る
。

　
中
小
企
業
診
断
士
に
よ

る
個
別
経
営
診
断
も
行
っ

っ
て
い
る
。

　
伊
奈
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

構
想
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
果
樹
カ
フ
ェ
を
開

催
し
た
。

商
工
費

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

問
　
企
業
誘
致
に
際
し
て
、

業
績
等
、
経
営
方
針
な
ど

の
資
料
を
企
業
側
に
求
め

て
い
る
の
か
。

答
　
誘
致
に
は
、
企
業
の

経
営
方
針
や
事
業
計
画
な

ど
資
料
を
求
め
て
協
議
し

て
い
る
。
上
場
企
業
で
は

財
務
諸
表
な
ど
が
公
表
さ

れ
て
い
る
が
、
非
上
場
企

業
で
は
民
間
の
調
査
会
社

か
ら
資
料
を
求
め
て
い
る
。

土
木
費

街
路
樹
の
害
虫
対
策

問
　
街
路
樹
害
虫
対
策
事

業
の
約
１
２
０
万
円
は
、

ど
の
エ
リ
ア
で
行
っ
た
の

か
。

答
　
栄
四
丁
目
か
ら
六
丁

問 答答

答 問

と
協
議
し
て
い
く
。

教
育
費

奨
学
金
貸
付
事
業

問
　
事
業
実
績
は
、
一
昨

年
が
１
３
０
万
円
、
昨
年

が
１
０
０
万
円
、
今
回
の

実
績
は
40
万
円
と
、
右
肩

下
が
り
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
需
要
は
増
し
て
い
る

と
感
じ
る
が
、
審
査
基
準

は
厳
し
い
の
か
。

答
　
奨
学
金
は
基
本
的
に

入
学
準
備
金
の
資
金
に
苦

慮
し
て
い
る
世
帯
に
貸
付

け
て
い
る
。
実
際
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯
か
ど
う
か

が
判
断
基
準
に
な
る
。

目
の
綾
瀬
川
の
95
本
、
綾

瀬
東
区
の
33
本
、
寿
の
下

宿
児
童
公
園
26
本
の
桜
の

木
の
害
虫
を
駆
除
し
た
。

消
防
費

消
火
栓
設
置
事
業

問
　
水
道
事
業
会
計
に
対

す
る
負
担
金
と
は
何
か
。

答
　
公
共
消
防
の
消
火
栓

の
経
費
は
、
一
般
会
計
で

負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
。

問
　
上
尾
市
と
伊
奈
町
の

消
火
栓
の
充
足
率
は
。

答
　
上
尾
市
が
88
・
５
％
、

伊
奈
町
が
78
・
４
％
で
消

火
栓
の
充
実
に
は
上
尾
市

答
　
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
世
帯
に
は
、

価
格
高
騰
緊
急
支
援
と
し

て
非
課
税
世
帯
に
５
万
円

支
給
さ
れ
る
。

衛
生
費

任
意
予
防
接
種
事
業

問
　
こ
の
事
業
は
当
初
７

歳
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た

の
で
当
初
予
算
は
１
７
０

万
円
と
増
や
し
た
が
、
結

果
と
し
て
昨
年
実
績
よ
り

下
回
っ
て
い
る
。
理
由
は
。

答
　
１
歳
か
ら
３
歳
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
各
種
予
防
接
種
事
業
の

任
意
接
種
、
４
歳
か
ら
７

歳
未
満
の
予
防
接
種
は
各

種
予
防
接
種
事
業
に
移
し

た
。
そ
の
た
め
回
数
が
減

っ
た
。
し
か
し
、
幼
児
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成
回
数

は
令
和
２
年
度
よ
り
４
７

０
回
分
増
え
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

農
業
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
委
託
料

問
　
業
務
委
託
料
が
１
９

は
。

答
　
車
両
単
体
で
は
給
電

が
で
き
な
い
が
、
外
部
給

電
器
を
接
続
す
る
こ
と
で

使
用
で
き
る
。
必
要
な
場

所
で
非
常
用
に
使
う
予
定
。

重
度
心
身
者
障
害
者
手
当

支
援
事
業

問
　
こ
の
事
業
の
燃
料
費

の
補
助
、
月
額
１
０
０
０

円
、
年
額
１
万
２
０
０
０

円
は
国
の
事
業
か
。

答
　
町
の
単
独
事
業
だ
。

問
　
燃
料
費
の
高
騰
が
続

い
て
い
る
が
、
補
助
額
の

増
額
の
声
は
上
が
っ
て
い

な
い
か
。

が
70
人
と
い
う
結
果
に
驚

い
て
い
る
。
希
望
者
は
医

師
の
面
接
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
本
人
の
同

意
の
基
、
総
務
課
に
情
報

提
供
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
に

つ
い
て
内
容
を
。

答
　
ウ
ェ
ブ
会
議
用
の
大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
大
型

テ
レ
ビ
を
町
長
公
室
、
副

町
長
室
、
教
育
長
室
に
、

ま
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
映

す
た
め
の
機
械
、
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
会
議
室
２
か
所
に
設

置
し
た
。

　
移
動
さ
せ
て
各
部
署
の

会
議
で
も
使
え
る
よ
う
に

し
た
。

災
害
用
電
気
自
動
車
購
入

問
　
災
害
用
に
日
産
リ
ー

フ
を
購
入
し
た
が
、
電
源

を
供
給
す
る
場
所
、
非
常

用
発
電
機
と
の
す
み
分
け

コ
ロ
ナ
特
例

問
　
固
定
資
産
税
の
減
少

の
要
因
は
。

答
　
調
定
額
、
収
入
額
と

も
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
要

因
は
、
3
年
に
一
度
の
評

価
替
え
の
年
で
、
全
体
的

に
評
価
額
が
下
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
特
例

に
よ
り
、
税
額
が
上
が
る

土
地
は
、
前
年
度
の
税
額

に
据
え
置
い
た
。
ま
た
、

経
営
環
境
の
厳
し
い
中
小

企
業
に
は
、
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
た
。

　
特
例
だ
け
で
も
１
２
０

件
、
約
２
５
０
０
万
円
の

減
額
で
あ
る
。

職
員
の
高
ス
ト
レ
ス

問
　
高
ス
ト
レ
ス
判
定
が

70
人
、
こ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
。

答
　
ス
ト
レ
ス
チ
エ
ッ
ク

に
よ
る
高
ス
ト
レ
ス
判
定

歳
入
質
疑

歳
出
質
疑

消
防
費

民
生
費

衛
生
費

総
務
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

教
育
費

歳
出
全
般

中
部
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

問答問答 問答 問答

問 問問 答答

問問 答答

問問 答 答

３１９万円で購入した電気自動車

綾瀬川付近の桜並木

消火栓は黄色くふちどりされています

整地中の建設現場
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正
を
し
た
。

　
徴
収
清
算
金
の
全
体
と

進
捗
状
況
、
残
高
は
。

答
　
徴
収
清
算
金
の
総
額

は
２
億
５
３
６
万
１
７
２

２
円
だ
。
令
和
３
年
度
か

ら
徴
収
を
始
め
て
最
終
年

度
は
令
和
13
年
度
。
令
和

３
年
度
末
時
点
の
収
納
額

は
1
億
6
７
４
４
万
１
０

５
円
、
収
納
率
は
81
・
５

％
。
翌
年
度
以
降
の
分
割

納
付
総
額
は
３
０
０
５
万

６
６
０
０
円
。
残
り
７
８

６
万
５
０
１
７
円
は
滞
納

分
。
そ
の
う
ち
１
件
は
令

和
４
年
度
か
ら
分
割
納
付
。

４
件
は
こ
れ
か
ら
財
産
調

査
し
て
滞
納
処
分
を
行
う
。

水
道
事
業
会
計

管
路
経
年
化
率

問
　
管
路
更
新
率
が
前
年

比
、
０
・
37
％
減
の
１
・

３
％
と
悪
化
し
て
い
る
が
、

計
画
ど
お
り
だ
っ
た
の
か
。

答
　
計
画
距
離
が
短
か
っ

た
た
め
で
、
予
定
ど
お
り

だ
っ
た
。

　
世
帯
収
入
と
世
帯
構
成

等
を
ベ
ー
ス
に
し
た
計
算

式
で
判
断
し
て
い
る
。
な

お
、
令
和
３
年
度
高
校
進

学
で
、
こ
ち
ら
の
基
準
に

当
て
は
ま
ら
な
い
事
例
も

あ
っ
た
。

歳
出
全
般

義
務
的
経
費
に
つ
い
て

問
　
当
町
の
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
は
人
件
費

か
物
件
費
か
。

答
　
義
務
的
経
費
に
あ
た

る
人
件
費
だ
。

問
　
義
務
的
経
費
56
・
２

％
で
、
財
政
の
硬
直
化
に

つ
い
て
危
機
感
は
。

答
　
継
続
中
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」

で
人
口
増
と
労
働
人
口
増

を
見
込
ん
で
硬
直
化
を
防

ぎ
た
い
。

中
部
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計

徴
収
清
算
金
に
つ
い
て

問
　
徴
収
清
算
金
が
一
括

納
入
で
増
え
補
正
予
算
で

５
３
０
０
万
円
追
加
補

問問

問

答答問

答答

８
万
円
、
こ
の
委
託
料
の

具
体
的
な
委
託
内
容
と
委

託
先
は
。

答
　
農
業
戦
略
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
沿
っ
た
事
業
の
企

画
、
推
進
、
マ
ッ
チ
ン
グ

等
を
行
う
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
新

規
就
農
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
伊
奈
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
新
た
な
生
産
団
体

の
組
織
化
、
法
人
化
を
支

援
し
て
い
る
。
2
名
が
法

人
化
し
て
い
る
。

　
中
小
企
業
診
断
士
に
よ

る
個
別
経
営
診
断
も
行
っ

っ
て
い
る
。

　
伊
奈
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

構
想
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
果
樹
カ
フ
ェ
を
開

催
し
た
。

商
工
費

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

問
　
企
業
誘
致
に
際
し
て
、

業
績
等
、
経
営
方
針
な
ど

の
資
料
を
企
業
側
に
求
め

て
い
る
の
か
。

答
　
誘
致
に
は
、
企
業
の

経
営
方
針
や
事
業
計
画
な

ど
資
料
を
求
め
て
協
議
し

て
い
る
。
上
場
企
業
で
は

財
務
諸
表
な
ど
が
公
表
さ

れ
て
い
る
が
、
非
上
場
企

業
で
は
民
間
の
調
査
会
社

か
ら
資
料
を
求
め
て
い
る
。

土
木
費

街
路
樹
の
害
虫
対
策

問
　
街
路
樹
害
虫
対
策
事

業
の
約
１
２
０
万
円
は
、

ど
の
エ
リ
ア
で
行
っ
た
の

か
。

答
　
栄
四
丁
目
か
ら
六
丁

問 答答

答 問

と
協
議
し
て
い
く
。

教
育
費

奨
学
金
貸
付
事
業

問
　
事
業
実
績
は
、
一
昨

年
が
１
３
０
万
円
、
昨
年

が
１
０
０
万
円
、
今
回
の

実
績
は
40
万
円
と
、
右
肩

下
が
り
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
需
要
は
増
し
て
い
る

と
感
じ
る
が
、
審
査
基
準

は
厳
し
い
の
か
。

答
　
奨
学
金
は
基
本
的
に

入
学
準
備
金
の
資
金
に
苦

慮
し
て
い
る
世
帯
に
貸
付

け
て
い
る
。
実
際
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯
か
ど
う
か

が
判
断
基
準
に
な
る
。

目
の
綾
瀬
川
の
95
本
、
綾

瀬
東
区
の
33
本
、
寿
の
下

宿
児
童
公
園
26
本
の
桜
の

木
の
害
虫
を
駆
除
し
た
。

消
防
費

消
火
栓
設
置
事
業

問
　
水
道
事
業
会
計
に
対

す
る
負
担
金
と
は
何
か
。

答
　
公
共
消
防
の
消
火
栓

の
経
費
は
、
一
般
会
計
で

負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
た
め
。

問
　
上
尾
市
と
伊
奈
町
の

消
火
栓
の
充
足
率
は
。

答
　
上
尾
市
が
88
・
５
％
、

伊
奈
町
が
78
・
４
％
で
消

火
栓
の
充
実
に
は
上
尾
市

答
　
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
世
帯
に
は
、

価
格
高
騰
緊
急
支
援
と
し

て
非
課
税
世
帯
に
５
万
円

支
給
さ
れ
る
。

衛
生
費

任
意
予
防
接
種
事
業

問
　
こ
の
事
業
は
当
初
７

歳
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た

の
で
当
初
予
算
は
１
７
０

万
円
と
増
や
し
た
が
、
結

果
と
し
て
昨
年
実
績
よ
り

下
回
っ
て
い
る
。
理
由
は
。

答
　
１
歳
か
ら
３
歳
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
各
種
予
防
接
種
事
業
の

任
意
接
種
、
４
歳
か
ら
７

歳
未
満
の
予
防
接
種
は
各

種
予
防
接
種
事
業
に
移
し

た
。
そ
の
た
め
回
数
が
減

っ
た
。
し
か
し
、
幼
児
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成
回
数

は
令
和
２
年
度
よ
り
４
７

０
回
分
増
え
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

農
業
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
リ

ー
業
務
委
託
料

問
　
業
務
委
託
料
が
１
９

は
。

答
　
車
両
単
体
で
は
給
電

が
で
き
な
い
が
、
外
部
給

電
器
を
接
続
す
る
こ
と
で

使
用
で
き
る
。
必
要
な
場

所
で
非
常
用
に
使
う
予
定
。

重
度
心
身
者
障
害
者
手
当

支
援
事
業

問
　
こ
の
事
業
の
燃
料
費

の
補
助
、
月
額
１
０
０
０

円
、
年
額
１
万
２
０
０
０

円
は
国
の
事
業
か
。

答
　
町
の
単
独
事
業
だ
。

問
　
燃
料
費
の
高
騰
が
続

い
て
い
る
が
、
補
助
額
の

増
額
の
声
は
上
が
っ
て
い

な
い
か
。

が
70
人
と
い
う
結
果
に
驚

い
て
い
る
。
希
望
者
は
医

師
の
面
接
指
導
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結

果
に
つ
い
て
は
本
人
の
同

意
の
基
、
総
務
課
に
情
報

提
供
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
ウ
ェ
ブ
会

議
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
に

つ
い
て
内
容
を
。

答
　
ウ
ェ
ブ
会
議
用
の
大

型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
大
型

テ
レ
ビ
を
町
長
公
室
、
副

町
長
室
、
教
育
長
室
に
、

ま
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
映

す
た
め
の
機
械
、
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
会
議
室
２
か
所
に
設

置
し
た
。

　
移
動
さ
せ
て
各
部
署
の

会
議
で
も
使
え
る
よ
う
に

し
た
。

災
害
用
電
気
自
動
車
購
入

問
　
災
害
用
に
日
産
リ
ー

フ
を
購
入
し
た
が
、
電
源

を
供
給
す
る
場
所
、
非
常

用
発
電
機
と
の
す
み
分
け

コ
ロ
ナ
特
例

問
　
固
定
資
産
税
の
減
少

の
要
因
は
。

答
　
調
定
額
、
収
入
額
と

も
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
要

因
は
、
3
年
に
一
度
の
評

価
替
え
の
年
で
、
全
体
的

に
評
価
額
が
下
が
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
特
例

に
よ
り
、
税
額
が
上
が
る

土
地
は
、
前
年
度
の
税
額

に
据
え
置
い
た
。
ま
た
、

経
営
環
境
の
厳
し
い
中
小

企
業
に
は
、
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
た
。

　
特
例
だ
け
で
も
１
２
０

件
、
約
２
５
０
０
万
円
の

減
額
で
あ
る
。

職
員
の
高
ス
ト
レ
ス

問
　
高
ス
ト
レ
ス
判
定
が

70
人
、
こ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
。

答
　
ス
ト
レ
ス
チ
エ
ッ
ク

に
よ
る
高
ス
ト
レ
ス
判
定

歳
入
質
疑

歳
出
質
疑

消
防
費

民
生
費

衛
生
費

総
務
費

商
工
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

教
育
費

歳
出
全
般

中
部
特
定
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

問答問答 問答 問答

問 問問 答答

問問 答答

問問 答 答

３１９万円で購入した電気自動車

綾瀬川付近の桜並木

消火栓は黄色くふちどりされています

整地中の建設現場
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議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

決
算

認定第1号 令和３年度伊奈町一般会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定

認定第2号 令和３年度伊奈町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定

認定第3号 令和３年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定

認定第4号 令和３年度伊奈町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定

認定第5号 令和３年度伊奈町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 全会一致 認定

認定第6号 令和３年度伊奈町水道事業会計決算認定について 全会一致 認定

認定第7号 令和３年度伊奈町公共下水道事業会計決算認定について 全会一致 認定

令和３年度決算認定　議案一覧及び審議結果



　
広
域
で
の
場
合
の
試
算

と
し
て
、
建
設
費
で
約
１

７
５
億
円
、
20
年
間
の
運

営
費
で
約
１
６
８
億
円
、

合
計
約
３
４
３
億
円
。
う

ち
町
の
負
担
額
は
、
建
設

で
約
40
・
4
億
円
、
運
営

で
約
39
・
8
億
円
、
合
計

で
約
80
・
2
億
円
と
見
込

む
。

　
差
し
引
き
の
約
36
・
8

億
円
が
広
域
の
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

問
　
建
設
と
地
域
還
元
施

設
へ
の
組
合
の
関
わ
り
は
。

答
　
建
設
、
地
域
還
元
施

設
と
も
に
、
両
市
町
の
予

算
が
必
要
と
な
る
の
で
、

両
市
町
が
組
合
と
一
体
と

な
っ
て
、
要
望
を
確
認
し
、

十
分
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

※
そ
の
他
、
組
合
職
員
、

用
地
取
得
、
道
路
整
備
、

事
務
局
事
務
費
、
付
帯

設
備
等
に
つ
い
て
も
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
規
約
に
基
づ
く
広
域

で
行
う
場
合
の
費
用
比
較

は
。

答
　
町
単
独
の
場
合
は
国

の
補
助
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、
今
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
い

く
場
合
の
試
算
と
し
て
、

今
後
20
年
間
で
、
大
規
模

修
繕
に
約
30
・
2
億
円
、

運
営
費
が
約
86
・
8
億
円

で
費
用
合
計
約
１
１
７
億

円
と
見
込
む
。

●
広
域
ご
み
処
理
の
上
尾

伊
奈
資
源
循
環
組
合
規
約

問
　
議
員
数
の
説
明
を
。

答
　
人
口
比
や
負
担
面
か

ら
、
上
尾
市
６
人
、
町
２

人
で
合
意
し
た
。
議
決
が

必
要
な
議
案
等
は
、
事
前

に
両
市
町
の
担
当
チ
ェ
ッ

ク
や
正
副
管
理
者
会
議
で

協
議
す
る
の
で
、
議
員
の

数
は
６
対
２
だ
が
、
不
安

は
な
い
と
考
え
る
。

問
　
町
単
独
の
場
合
と
、

●
価
格
高
騰
対
策
医
療
機

関
等
緊
急
支
援
給
付
事
業

問
　
な
ぜ
医
療
機
関
か
。

答
　
国
の
重
点
推
奨
メ
ニ

ュ
ー
に
、
医
療
機
関
、
介

護
施
設
、
障
害
者
施
設
等

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
。

●
北
保
育
所
の
光
熱
費

問
　
増
額
の
詳
細
は
。

答
　
電
気
料
が
昨
年
同
期

よ
り
65
％
、
使
用
量
が
７

％
増
加
し
た
。
北
保
育
所

は
建
屋
自
体
が
大
き
く
、

支
援
セ
ン
タ
ー
、
通
園
施

設
も
兼
ね
て
お
り
、
影
響

が
大
き
い
。

●
伊
奈
町
国
民
健
康
保
険

問
　
負
担
限
度
額
引
上
げ

の
増
収
額
と
対
象
者
数
は
。

答
　
増
収
は
約
２
３
０
万

円
程
度
。
１
０
２
万
円
へ

引
き
上
げ
と
な
る
世
帯
数

は
73
件
、
99
万
円
か
ら
１

０
２
万
円
未
満
と
な
る
世

帯
数
は
８
件
。

問問

答

答

問答

問答問答問答

●
生
活
安
全
課
を
「
危
機

管
理
課
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
課
」
に

問
　
危
機
管
理
課
と
は
。

答
　
危
機
管
理
の
全
般
と

総
合
調
整
を
す
る
。
防
災
、

災
害
救
助
、
国
民
保
護
等

及
び
消
防
広
域
化
後
に
残

る
消
防
業
務
、
総
合
交
通

政
策
、
交
通
安
全
、
防
犯

対
策
、
暴
力
排
除
な
ど
の

業
務
を
担
当
す
る
。

●
伊
奈
町
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例問
　
こ
れ
ま
で
の
個
人
情

千
円
の
減
額
補
正
の
理
由

は
。

答
　
事
業
手
法
の
変
更
に

伴
い
、
新
庁
舎
整
備
基
本

設
計
の
業
務
委
託
を
今
年

度
実
施
し
な
い
こ
と
に
な

っ
た
た
め
。

●
交
通
安
全
対
策

問
　
道
路
照
明
灯
維
持
管

理
費
３
０
８
万
円
の
増
額

補
正
の
内
容
は
。

答
　
電
球
切
れ
に
よ
る
交

換
費
用
。
当
初
の
予
定
数

44
基
に
既
に
達
し
て
い
る
。

今
後
３
月
ま
で
に
例
年
40

基
程
度
切
れ
て
い
る
た
め

増
額
補
正
す
る
。

●
消
防
人
件
費
増
額
補
正

問
　
増
員
に
よ
る
も
の
か
。

答
　
違
う
。
救
急
出
動
等

が
増
え
た
の
で
特
殊
勤
務

手
当
と
時
間
外
勤
務
手
当

を
増
額
す
る
も
の
。

問
　
特
殊
勤
務
手
当
２
０

０
万
円
増
額
の
理
由
は
。

答
　
特
に
夏
場
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

事
案
が
非
常
に
多
く
発
生

し
、
対
応
し
た
た
め
。

●
町
職
員
の
定
数
と
定
年

問
　
町
長
の
事
務
部
局
職

員
定
数
を
19
人
増
や
す
理

由
は
何
か
。

答
　
昨
今
の
行
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
だ
。

問
　
定
年
年
齢
が
延
長
さ

れ
る
こ
と
で
職
員
の
昇
進

へ
の
弊
害
は
な
い
の
か
。

答
　
定
年
延
長
に
伴
い
、

管
理
監
督
職
員
の
上
限
年

齢
が
60
歳
ま
で
と
な
る
規

定
も
設
け
ら
れ
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　
歳
入
の
衛
生
費
寄
付

金
の
内
容
は
ど
う
か
。

答
　
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
企
業
か
ら
地
域
住

民
の
健
康
増
進
に
と
寄
付

さ
れ
た
も
の
。

問
　
歳
出
の
光
熱
水
費
が

各
所
で
増
額
補
正
に
な
っ

て
い
る
が
内
容
は
。

答
　
電
気
料
金
、
ガ
ソ
リ

ン
等
の
値
上
げ
に
よ
る
も

の
。
例
と
し
て
役
場
で
、

１
年
前
と
比
較
す
る
と
約

65
％
程
度
上
が
っ
て
い
る
。

●
新
庁
舎
整
備
事
業

問
　
１
億
４
５
６
万
３

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
廃
止
と
な
る
。

問
　
地
方
自
治
の
原
則
が

達
成
さ
れ
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
各
市
町
村
が
個
別
の

条
例
で
保
護
し
て
い
た
も

の
を
国
の
個
人
情
報
保
護

法
の
下
で
保
護
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。
そ
の
法
律

の
施
行
に
関
す
る
部
分
に

つ
い
て
各
市
町
村
で
条
例

を
設
け
る
も
の
だ
。
懸
念

が
生
じ
な
い
よ
う
町
と
し

て
努
め
て
い
く
。

問答問答問

問 答答問答問答

問 答 問

問

問問

答 答

答答

上尾・伊奈広域ごみ処理施設は、令和15年の稼働
をめざしている。写真：現在のクリーンセンター

２課体制へ移行　住民サービスの向上に期待

コミュニティ推進課

⑴自治推進に関する事項
⑵協働の推進に関する事項
⑶国際化に関する事項

危機管理課

⑴危機管理に関する事項
⑵防災に関する事項
⑶消防に関する事項
⑷交通政策に関する事項
⑸防犯に関する事項

生活安全課
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常任委員会 常任委員会

9

委員会での質疑と答弁の一部を要約しました。常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務
総
務

建
設
産
業

建
設
産
業一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 町民の諸証明、国民健康保険、介護保険、医療、予防接種、各種検診、

社会福祉、児童福祉、母子福祉、保育、子育て支援、人権、環境衛生、
学校教育、社会教育、生涯学習、学校給食関係項

事
管
所

町長提出議案４件が審議されました。（12月５日開催）

広域ごみ処理
組合規約固まる
広域ごみ処理
組合規約固まる

文
教
民
生

文
教
民
生 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所

町長提出議案10件が審議されました。（12月２日開催）

職員の定年年齢65歳に職員の定年年齢65歳に



　
広
域
で
の
場
合
の
試
算

と
し
て
、
建
設
費
で
約
１

７
５
億
円
、
20
年
間
の
運

営
費
で
約
１
６
８
億
円
、

合
計
約
３
４
３
億
円
。
う

ち
町
の
負
担
額
は
、
建
設

で
約
40
・
4
億
円
、
運
営

で
約
39
・
8
億
円
、
合
計

で
約
80
・
2
億
円
と
見
込

む
。

　
差
し
引
き
の
約
36
・
8

億
円
が
広
域
の
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

問
　
建
設
と
地
域
還
元
施

設
へ
の
組
合
の
関
わ
り
は
。

答
　
建
設
、
地
域
還
元
施

設
と
も
に
、
両
市
町
の
予

算
が
必
要
と
な
る
の
で
、

両
市
町
が
組
合
と
一
体
と

な
っ
て
、
要
望
を
確
認
し
、

十
分
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

※
そ
の
他
、
組
合
職
員
、

用
地
取
得
、
道
路
整
備
、

事
務
局
事
務
費
、
付
帯

設
備
等
に
つ
い
て
も
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
規
約
に
基
づ
く
広
域

で
行
う
場
合
の
費
用
比
較

は
。

答
　
町
単
独
の
場
合
は
国

の
補
助
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
、
今
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
い

く
場
合
の
試
算
と
し
て
、

今
後
20
年
間
で
、
大
規
模

修
繕
に
約
30
・
2
億
円
、

運
営
費
が
約
86
・
8
億
円

で
費
用
合
計
約
１
１
７
億

円
と
見
込
む
。

●
広
域
ご
み
処
理
の
上
尾

伊
奈
資
源
循
環
組
合
規
約

問
　
議
員
数
の
説
明
を
。

答
　
人
口
比
や
負
担
面
か

ら
、
上
尾
市
６
人
、
町
２

人
で
合
意
し
た
。
議
決
が

必
要
な
議
案
等
は
、
事
前

に
両
市
町
の
担
当
チ
ェ
ッ

ク
や
正
副
管
理
者
会
議
で

協
議
す
る
の
で
、
議
員
の

数
は
６
対
２
だ
が
、
不
安

は
な
い
と
考
え
る
。

問
　
町
単
独
の
場
合
と
、

●
価
格
高
騰
対
策
医
療
機

関
等
緊
急
支
援
給
付
事
業

問
　
な
ぜ
医
療
機
関
か
。

答
　
国
の
重
点
推
奨
メ
ニ

ュ
ー
に
、
医
療
機
関
、
介

護
施
設
、
障
害
者
施
設
等

が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
。

●
北
保
育
所
の
光
熱
費

問
　
増
額
の
詳
細
は
。

答
　
電
気
料
が
昨
年
同
期

よ
り
65
％
、
使
用
量
が
７

％
増
加
し
た
。
北
保
育
所

は
建
屋
自
体
が
大
き
く
、

支
援
セ
ン
タ
ー
、
通
園
施

設
も
兼
ね
て
お
り
、
影
響

が
大
き
い
。

●
伊
奈
町
国
民
健
康
保
険

問
　
負
担
限
度
額
引
上
げ

の
増
収
額
と
対
象
者
数
は
。

答
　
増
収
は
約
２
３
０
万

円
程
度
。
１
０
２
万
円
へ

引
き
上
げ
と
な
る
世
帯
数

は
73
件
、
99
万
円
か
ら
１

０
２
万
円
未
満
と
な
る
世

帯
数
は
８
件
。

問問

答

答

問答

問答問答問答

●
生
活
安
全
課
を
「
危
機

管
理
課
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
課
」
に

問
　
危
機
管
理
課
と
は
。

答
　
危
機
管
理
の
全
般
と

総
合
調
整
を
す
る
。
防
災
、

災
害
救
助
、
国
民
保
護
等

及
び
消
防
広
域
化
後
に
残

る
消
防
業
務
、
総
合
交
通

政
策
、
交
通
安
全
、
防
犯

対
策
、
暴
力
排
除
な
ど
の

業
務
を
担
当
す
る
。

●
伊
奈
町
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条

例問
　
こ
れ
ま
で
の
個
人
情

千
円
の
減
額
補
正
の
理
由

は
。

答
　
事
業
手
法
の
変
更
に

伴
い
、
新
庁
舎
整
備
基
本

設
計
の
業
務
委
託
を
今
年

度
実
施
し
な
い
こ
と
に
な

っ
た
た
め
。

●
交
通
安
全
対
策

問
　
道
路
照
明
灯
維
持
管

理
費
３
０
８
万
円
の
増
額

補
正
の
内
容
は
。

答
　
電
球
切
れ
に
よ
る
交

換
費
用
。
当
初
の
予
定
数

44
基
に
既
に
達
し
て
い
る
。

今
後
３
月
ま
で
に
例
年
40

基
程
度
切
れ
て
い
る
た
め

増
額
補
正
す
る
。

●
消
防
人
件
費
増
額
補
正

問
　
増
員
に
よ
る
も
の
か
。

答
　
違
う
。
救
急
出
動
等

が
増
え
た
の
で
特
殊
勤
務

手
当
と
時
間
外
勤
務
手
当

を
増
額
す
る
も
の
。

問
　
特
殊
勤
務
手
当
２
０

０
万
円
増
額
の
理
由
は
。

答
　
特
に
夏
場
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

事
案
が
非
常
に
多
く
発
生

し
、
対
応
し
た
た
め
。

●
町
職
員
の
定
数
と
定
年

問
　
町
長
の
事
務
部
局
職

員
定
数
を
19
人
増
や
す
理

由
は
何
か
。

答
　
昨
今
の
行
政
需
要
に

対
応
す
る
た
め
だ
。

問
　
定
年
年
齢
が
延
長
さ

れ
る
こ
と
で
職
員
の
昇
進

へ
の
弊
害
は
な
い
の
か
。

答
　
定
年
延
長
に
伴
い
、

管
理
監
督
職
員
の
上
限
年

齢
が
60
歳
ま
で
と
な
る
規

定
も
設
け
ら
れ
る
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　
歳
入
の
衛
生
費
寄
付

金
の
内
容
は
ど
う
か
。

答
　
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
企
業
か
ら
地
域
住

民
の
健
康
増
進
に
と
寄
付

さ
れ
た
も
の
。

問
　
歳
出
の
光
熱
水
費
が

各
所
で
増
額
補
正
に
な
っ

て
い
る
が
内
容
は
。

答
　
電
気
料
金
、
ガ
ソ
リ

ン
等
の
値
上
げ
に
よ
る
も

の
。
例
と
し
て
役
場
で
、

１
年
前
と
比
較
す
る
と
約

65
％
程
度
上
が
っ
て
い
る
。

●
新
庁
舎
整
備
事
業

問
　
１
億
４
５
６
万
３

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
廃
止
と
な
る
。

問
　
地
方
自
治
の
原
則
が

達
成
さ
れ
な
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
　
各
市
町
村
が
個
別
の

条
例
で
保
護
し
て
い
た
も

の
を
国
の
個
人
情
報
保
護

法
の
下
で
保
護
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。
そ
の
法
律

の
施
行
に
関
す
る
部
分
に

つ
い
て
各
市
町
村
で
条
例

を
設
け
る
も
の
だ
。
懸
念

が
生
じ
な
い
よ
う
町
と
し

て
努
め
て
い
く
。

問答問答問

問 答答問答問答

問 答 問

問

問問

答 答

答答

上尾・伊奈広域ごみ処理施設は、令和15年の稼働
をめざしている。写真：現在のクリーンセンター

２課体制へ移行　住民サービスの向上に期待

コミュニティ推進課

⑴自治推進に関する事項
⑵協働の推進に関する事項
⑶国際化に関する事項

危機管理課

⑴危機管理に関する事項
⑵防災に関する事項
⑶消防に関する事項
⑷交通政策に関する事項
⑸防犯に関する事項

生活安全課

8No.198

常任委員会 常任委員会

9

委員会での質疑と答弁の一部を要約しました。常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務
総
務

建
設
産
業

建
設
産
業一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 町民の諸証明、国民健康保険、介護保険、医療、予防接種、各種検診、

社会福祉、児童福祉、母子福祉、保育、子育て支援、人権、環境衛生、
学校教育、社会教育、生涯学習、学校給食関係項

事
管
所

町長提出議案４件が審議されました。（12月５日開催）

広域ごみ処理
組合規約固まる
広域ごみ処理
組合規約固まる

文
教
民
生

文
教
民
生 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所 一般会計の歳入全般、行政施策の総合企画調整、行財政運営、情報公開、

職員、交通安全、防犯、防災、町税の賦課徴収、住民相談、消防、救急、
農業、商工業、区画整理、道路河川、公共下水道、水道事業、建築関係項

事
管
所

町長提出議案10件が審議されました。（12月２日開催）

職員の定年年齢65歳に職員の定年年齢65歳に
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審議結果

第
79
号
議
案

伊
奈
町
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例

 

反
対
討
論
　大
野
　興
一

　現
行
の
伊
奈
町
個
人
情

報
保
護
条
例
を
廃
止
す
る

議
案
は
、
国
の
個
人
情
報

保
護
法
に
地
方
自
治
体
は

従
え
と
い
う
こ
と
。
し
か

も
、
個
人
情
報
を
民
間
に

も
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
定

め
て
あ
り
、
基
本
的
人
権

尊
重
、
地
方
自
治
の
原
則

か
ら
も
許
さ
れ
な
い
。

討 論

議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

人
事

諮問
第２号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
・人権擁護委員の茂木洋一氏の任期が令和５年６月30日で満了となるため、後任として本多昇氏
を推薦することについて意見を求める。

全会
一致 適任

諮問
第３号

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
・人権擁護委員の齋藤和郎氏の任期が令和５年６月30日で満了となるため、後任として大熊康雄
氏を推薦することについて意見を求める。

全会
一致 適任

第62号
議案

伊奈町公平委員会の委員の選任について
・公平委員会の委員の馬橋繁氏の任期が令和４年12月21日で満了となるため、同氏を再選任す
ることについて同意を求める。

全会
一致 同意

専
決

第63号
議案

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度伊奈町一般会計補正予算（第７号））
・価格高騰の影響を受けた町内路線バス事業者及びタクシー事業者、障害福祉事業所及び介護事
業所等、農業者（水利組合）、住民税非課税世帯、住民税均等割のみ課税されている世帯等に給
付金を支給。また、学校給食の食材費高騰相当分を補填。

全会
一致 承認

補
正
予
算

第64号
議案

令和４年度伊奈町一般会計補正予算（第８号）
・歳入歳出各8,200万３千円を追加し、補正後総額を136億999 万６千円とする。歳入では、人
事院勧告による会計年度任用職員報酬等の補助金の増額、財政調整基金からの繰入。歳出では、
給与及び共済組合負担金等の人件費の補正、価格高騰の影響を受けた小中学生の保護者に対し、
給食費の支援金等の増額。

全会
一致

原案
可決

第65号
議案

令和４年度伊奈町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出各50万円を追加し、補正後総額を各38億421万３千円とする。人事院勧告による給
与費及び共済組合負担金等の増額。

全会
一致

原案
可決

第66号
議案

令和４年度伊奈町中部特定土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出各12万円を追加し、補正後総額を各2,212万２千円とする。人事院勧告による給与費
及び共済組合負担金等の増額。

全会
一致

原案
可決

第67号
議案

令和４年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第２号）
・歳入歳出各65万円を追加し、補正後総額を各27億5,977万２千円とする。人事院勧告による給
与費及び共済組合負担金等の増額。

全会
一致

原案
可決

第68号
議案

令和４年度伊奈町水道事業会計補正予算（第３号）
・水道事業費用は、営業費用を32万３千円増額し、水道事業費用を10億7,588万４千円とする。
人事院勧告による給与費及び共済組合負担金等の増額等。

全会
一致

原案
可決

第69号
議案

令和４年度伊奈町公共下水道事業会計補正予算（第２号）
・下水道事業費用は、営業費用を27万３千円増額し、８億7,425万９千円とする。人事院勧告に
よる給与費及び共済組合負担金等の増額等。

全会
一致

原案
可決

条
例

第70号
議案

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例
・議会の議員の期末手当の支給率を0.1月分引上げる。

全会
一致

原案
可決

第71号
議案

町長及び副町長の給与等に関する条例及び教育委員会教育長の給与等に関する条例の
一部を改正する条例
・町長、副町長及び教育長の期末手当の支給率を0.1月分引き上げる。

全会
一致

原案
可決

第72号
議案

伊奈町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
・人事院及び埼玉県人事委員会の勧告等により、町職員の期末手当の支給率を一般職は0.1月
分、再任用職員は0.05月分引上げるとともに、若年層の給与月額を平均0.3％引き上げる。

全会
一致

原案
可決

補
正
予
算

第73号
議案

令和４年度伊奈町一般会計補正予算（第９号）
・歳入歳出各2,976万８千円を追加し、補正後総額を136億3,976万４千円とする。歳入では、
コロナワクチンの接種費用補助金、放課後児童健全育成事業補助金、健康増進対策等寄附金の増
に対し、財政調整基金の減額など。歳出では、新庁舎基本設計業務委託料の減額に対し、職員手
当等の見直しに伴う人件費、燃料費及び電気料金の価格高騰等の対応、配食サービス利用者増加
に伴う繰出金、上尾・伊奈ごみ処理広域化事業の一部事務組合の準備の増額等。

全会
一致

原案
可決

第74号
議案

令和４年度伊奈町介護保険特別会計補正予算（第３号）
・歳入歳出各69万６千円を追加し、補正後総額を各27億6,046万８千円とする。配食サービス事
業費の増額。

全会
一致

原案
可決

第75号
議案

令和４年度伊奈町水道事業会計補正予算（第４号）
・水道事業費用は、営業費用を419万５千円増額し、水道事業費用を10億8,007万９千円とす
る。人事異動による人件費の増額。

全会
一致

原案
可決

条
例

第76号
議案

地方公務員法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
・60歳に到達した後の給料月額を7割とする等、職員の定年年齢の引き上げに伴い整備が必要な
条例の改正。

全会
一致

原案
可決

 〈12月定例会〉　議案一覧及び審議結果
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審議結果

第
79
号
議
案

伊
奈
町
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例

 

反
対
討
論
　大
野
　興
一

　現
行
の
伊
奈
町
個
人
情

報
保
護
条
例
を
廃
止
す
る

議
案
は
、
国
の
個
人
情
報

保
護
法
に
地
方
自
治
体
は

従
え
と
い
う
こ
と
。
し
か

も
、
個
人
情
報
を
民
間
に

も
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
定

め
て
あ
り
、
基
本
的
人
権

尊
重
、
地
方
自
治
の
原
則

か
ら
も
許
さ
れ
な
い
。

討 論

（注）全会一致でないものは下記のとおり、全会一致のものは議員ごとの賛否の表示は省略します

議案番号等 議案名等と主な内容 審議結果

町
長
提
出
議
案

第77号
議案

伊奈町の消防事務を上尾市に委託することに伴う関係条例の整備に関する条例
・上尾市に消防事務を委託すること伴い、整備が必要な条例を一括して改正する。

全会
一致

原案
可決

条
例

第78号
議案

伊奈町課設置条例の一部を改正する条例
・行政需要の多様化により迅速に対応するため、町行政組織を改正する。令和5年4月1日からの
消防広域化に伴い消防本部及び消防署の業務を町に移管するため、生活安全課をコミュニティ推
進課と危機管理課に分ける。

全会
一致

原案
可決

第79号
議案

伊奈町個人情報の保護に関する法律施行条例
・個人情報の保護に関する法律が改正され、地方公共団体の個人条保護制度は、全国共通ルール
が直接適用されることになったため、現行の条例を廃止し、必要な事項を整理して新たに法施行
条例を制定する。

賛成
多数
注

原案
可決

第80号
議案

伊奈町職員定数条例の一部を改正する条例
・町長の事務部局の職員を215人から234人とし、消防長の所管に属する職員を削る。

全会
一致

原案
可決

第81号
議案

伊奈町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
・国の職員の定年年齢が60歳から65歳に引き上げられることに合わせ、同様の改正をする。

全会
一致

原案
可決

第82号
議案

伊奈町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
・国民健康保険事業の健全な運営を図るため、国民健康保険事業の基礎課税額（医療保険分）の
課税限度額を63万円から65万円に、後期高齢者支援金等課税額の課税限度額を19万円から20万
円に引き上げる。

全会
一致

原案
可決

そ
の
他

第83号
議案

上尾伊奈資源循環組合規約に関する協議について
・上尾市及び伊奈町のごみ処理に関する事務を共同処理するため、上尾伊奈資源循環組合を設置
することに関し、協議により伊奈町資源環境組合規約を定める。

全会
一致

原案
可決

認
定

第84号
議案

町道路線の認定について
・町道4361路線（小室字志久5332番16地先～小室字志久5332番12地先）及び町道4362路線
（小室字丸山1028番１地先～小室字赤羽4801番2地先）は、それぞれ一般交通の用に供するた
め、新たに町道として認定する。

全会
一致

原案
可決

廃
止

第85号
議案

町道路線の廃止について
・町道4359路線（小室字丸山1028番１地先～小室字赤羽4801番６地先）は、それぞれ一般交
通の用に供する必要がなくなったため、町道を廃止する。

全会
一致

原案
可決

議
員
提
出
議
案

条
例

議第３号
議案

伊奈町議会委員会条例の一部を改正する条例
・伊奈町課設置条例が改正されたことに伴い、各常任委員会の所管を改定する。

全会
一致

原案
可決

議第４号
議案

伊奈町議会の個人情報の保護に関する条例
・個人情報の保護に関する法律が改正されたため、伊奈町議会における個人情報の適切な取扱い
について、新たに制定する。

賛成
多数
注

原案
可決

賛否がわかれた議案の審議結果� ○…賛成　●…反対

議員名

議案名

武
藤
　
倫
雄

髙
橋
ま
ゆ
み

山
野
　
智
彦

大
野
　
興
一

栗
原
　
惠
子

戸
張
　
光
枝

藤
原
　
義
春

五
味
　
雅
美

上
野
　
尚
德

永
末
　
厚
二

大
沢
　
　
淳

佐
藤
　
弘
一

青
木
　
久
男

村
山
　
正
弘

山
本
　
重
幸

結
果

第79号
議案 伊奈町個人情報の保護に関する法律施行条例 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ － ● ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議第4号
議案 伊奈町議会の個人情報の保護に関する条例 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ － ● ○ ○ ○ ○ 原案

可決

（注）議長「ー」は議事進行を行うため、賛否表明はしません
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一般質問

問
　
志
久
駅
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
　
来
年
度
に
行
う
基
礎

調
査
に
向
け
て
埼
玉
新
都

市
交
通
㈱
及
び
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
埼
玉
県
児
童
虐
待
重

大
事
例
検
証
報
告
書
の
受

け
止
め
は
ど
う
か
。

答
　
県
の
検
証
委
員
会
か

ら
指
摘
さ
れ
た
課
題
を
受

け
止
め
、
事
件
発
生
後
か

ら
取
組
ん
で
き
た
再
発
防

止
策
の
更
な
る
改
善
を
図

る
。
二
度
と
発
生
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
努
め
る
。

問
　
現
在
、
所
属
や
所
在

の
分
か
ら
な
い
児
童
は
い

な
い
と
認
識
し
て
よ
い
か
。

答
　
い
な
い
。

問
　
街
区
公
園
が
な
い
地

域
へ
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
志
久
区
の
水
路
上
の

場
所
に
今
年
度
１
基
遊
具

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
新

幹
線
高
架
下
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
で
き
な
い
か

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
る
。

問
　
乳
幼
児
向
け
防
災
備

蓄
品
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
液
体
ミ
ル
ク
、
粉
ミ

ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
子
供
用

お
む
つ
な
ど
を
備
蓄
し
て

い
る
。

問
　
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

で
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
志
久
駅
を
核
と
し
た

に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
を

推
進
し
た
い
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
見
直
し
が
始
ま

る
総
合
振
興
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
も
考
え
て
い
く
。

過
去
の
質
疑
の
進
捗
を
確
認
す
る

過
去
の
質
疑
の
進
捗
を
確
認
す
る

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い

町
を
目
指
し
体
制
強
化
を

問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、

全
国
的
に
虐
待
件
数
が
増

加
傾
向
、
町
で
の
推
移
は
。

答
　
令
和
2
年
度
が
87
件
、

令
和
3
年
度
が
88
件
。

問
　
そ
の
う
ち
深
刻
な
案

件
と
見
守
り
体
制
は
。

答
　
令
和
4
年
11
月
現
在

で
10
件
。
伊
奈
町
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
で

支
援
の
必
要
度
や
方
向
性

等
を
決
定
し
、
中
央
児
童

相
談
所
等
の
関
係
機
関
と

ペ
ア
で
家
庭
訪
問
等
を
定

期
的
に
実
施
し
、
児
童
の

安
全
確
認
を
し
て
い
る
。

問
　
産
後
ケ
ア
の
現
状
は
。

答
　
出
産
後
1
年
を
超
え

ず
、
育
児
不
安
が
あ
る
方

等
が
対
象
。
町
と
契
約
し

た
助
産
師
が
利
用
者
宅
を

訪
問
し
育
児
相
談
や
授
乳

の
仕
方
な
ど
指
導
を
実
施
。

問
　
児
童
福
祉
と
母
子
保

健
が
一
体
と
な
っ
た
新
た

な
体
制
作
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
の
設
置
は
。

答
　
検
討
を
進
め
る
。

児
童
福
祉
法
が
一
部
改
正
。

直
接
支
援
の
重
要
性
が
高

ま
る

問
　
家
事
支
援
ヘ
ル
パ
ー

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
役
割
が
違
う
。
ト

ー
タ
ル
に
直
接
支
援
で
き

る
の
が
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
。

人
材
育
成
の
た
め
に
補
助

制
度
の
開
始
を
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
設
置
検
討
を
進
め
る

中
で
県
の
補
助
事
業
な
ど

も
踏
ま
え
研
究
す
る
。

伴
走
型
支
援
と
直
接
支
援
で
子
育
て
環
境
の
充
実
を

伴
走
型
支
援
と
直
接
支
援
で
子
育
て
環
境
の
充
実
を

公園・防災空地への活用に向けて協議が進む

痒い所に手が届く直接支援で
ママと子どもたちの笑顔を守る

武
藤 

倫
雄  

議
員

み
ち 

お

 

む 

と
う

戸
張 

光
枝  

議
員

み
つ 

え

 

と 

ば
り

問問

答答答

答

答

答 問

問

問 問

答

答 問問

答 答答 問 問問

●  町内の野良猫についての町の対応は
●  新型コロナ等に関連して、家庭支援・事業所支援策が最近多数行われているが、それ
らの事業コスト、あるべき支援、財政債務（借金）の増大について

14 山野  智彦

●  ニューシャトル、路線バスなど。人口流出対策として、ＪＲ線までの利用、町内利
用の交通費に助成金を

●  近隣市と連携した町民サービスの向上。蓮田駅、桶川駅、上尾駅など。町民の利用が
多い駅に伊奈町役場の出張所の開設を

●  学びを応援する奨学金。働き世代の定住もねらい、就職後の町居住期間などの条件
付きで町独自の給付型奨学金制度の設立を

16 上野  尚德

●  新型コロナウイルス第８波とインフルエンザの同時多発流行が危惧される中で
●  現役世代のがん患者への支援について
●  老人福祉センター、レジオネラ菌による浴室利用休止について
●  公共施設相互利用の拡大について
●  町内循環バス「いなまる」の安心安全対策及び利便性向上について
●  外来種害獣対策について

17 青木  久男

16 髙橋まゆみ

●  家庭用防犯カメラ等の設置に補助金を
●  野生鳥獣等による農作物被害の防止に町のサポートを
●  都市計画道路上尾伊奈線と、上尾・伊奈広域ごみ処理施設を含む精進場地域の一
帯開発を

●  中部特定土地区画整理事業施行地区内における土地分筆登記について

13 武藤  倫雄

●  志久駅エレベーター設置について
●  埼玉県児童虐待重大事例検証報告書について
●  街区公園がない地域について
●  乳幼児向け防災備蓄品の拡充について
●  地域経済について

18 五味  雅美
●  マイナンバーカードの健康保険証化
●  道路の安全確保を
●  住基ネットの取り扱いのルールは

15 大沢    淳
●  非正規・会計年度任用職員の実態と処遇改善の課題
●  消費税インボイス制度の問題点と自治体、地域経済への影響
●  コロナ禍における町のイベントや学校行事を通して今後の適切なあり方の模索を

14 藤原  義春
●  スポーツフェスティバルについて
●  シニアスマホ教室について
●  いきいきパスポート事業について
●  学校ＩＣＴ教育環境整備事業について

17 栗原  惠子 ●  がん教育について　
●  ＹｏｕＴｕｂｅ伊奈町公式チャンネルについて

13 戸張  光枝 ●  妊娠から子育てまで一貫した伴走型支援の充実と直接支援により子育て環境の改善を

15 大野  興一 ●  災害時の非常水源として井戸の活用を
●  会計年度職員にも市町村共済組合法が適用されることになったが、その内容は

一般質問

そこがそこがそこがそこが
聞きたい聞きたい聞きたい聞きたい

　議員が町政全般または特定の事項について、町の見解を問い質し
ます。12月定例会では、11人の議員が質問しました。下記は本会議
での質問事項を掲載しています。13ページから18ページには、主な
質疑応答を質問した議員が要約し、掲載しています。
　なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈町議会ホームページお
よび図書館にある会議録でご覧になれます。

11人 が 登 壇

ページ 質問議員 質問事項

ただ



一般質問

No.19813 12

一般質問

問
　
志
久
駅
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答
　
来
年
度
に
行
う
基
礎

調
査
に
向
け
て
埼
玉
新
都

市
交
通
㈱
及
び
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
業
者
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
埼
玉
県
児
童
虐
待
重

大
事
例
検
証
報
告
書
の
受

け
止
め
は
ど
う
か
。

答
　
県
の
検
証
委
員
会
か

ら
指
摘
さ
れ
た
課
題
を
受

け
止
め
、
事
件
発
生
後
か

ら
取
組
ん
で
き
た
再
発
防

止
策
の
更
な
る
改
善
を
図

る
。
二
度
と
発
生
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
努
め
る
。

問
　
現
在
、
所
属
や
所
在

の
分
か
ら
な
い
児
童
は
い

な
い
と
認
識
し
て
よ
い
か
。

答
　
い
な
い
。

問
　
街
区
公
園
が
な
い
地

域
へ
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

答
　
志
久
区
の
水
路
上
の

場
所
に
今
年
度
１
基
遊
具

を
設
置
し
た
。
ま
た
、
新

幹
線
高
架
下
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
で
き
な
い
か

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
い
る
。

問
　
乳
幼
児
向
け
防
災
備

蓄
品
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
液
体
ミ
ル
ク
、
粉
ミ

ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
子
供
用

お
む
つ
な
ど
を
備
蓄
し
て

い
る
。

問
　
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

で
考
え
は
あ
る
か
。

答
　
志
久
駅
を
核
と
し
た

に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
を

推
進
し
た
い
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
見
直
し
が
始
ま

る
総
合
振
興
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
で
も
考
え
て
い
く
。

過
去
の
質
疑
の
進
捗
を
確
認
す
る

過
去
の
質
疑
の
進
捗
を
確
認
す
る

日
本
一
子
育
て
し
や
す
い

町
を
目
指
し
体
制
強
化
を

問
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、

全
国
的
に
虐
待
件
数
が
増

加
傾
向
、
町
で
の
推
移
は
。

答
　
令
和
2
年
度
が
87
件
、

令
和
3
年
度
が
88
件
。

問
　
そ
の
う
ち
深
刻
な
案

件
と
見
守
り
体
制
は
。

答
　
令
和
4
年
11
月
現
在

で
10
件
。
伊
奈
町
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
で

支
援
の
必
要
度
や
方
向
性

等
を
決
定
し
、
中
央
児
童

相
談
所
等
の
関
係
機
関
と

ペ
ア
で
家
庭
訪
問
等
を
定

期
的
に
実
施
し
、
児
童
の

安
全
確
認
を
し
て
い
る
。

問
　
産
後
ケ
ア
の
現
状
は
。

答
　
出
産
後
1
年
を
超
え

ず
、
育
児
不
安
が
あ
る
方

等
が
対
象
。
町
と
契
約
し

た
助
産
師
が
利
用
者
宅
を

訪
問
し
育
児
相
談
や
授
乳

の
仕
方
な
ど
指
導
を
実
施
。

問
　
児
童
福
祉
と
母
子
保

健
が
一
体
と
な
っ
た
新
た

な
体
制
作
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
の
設
置
は
。

答
　
検
討
を
進
め
る
。

児
童
福
祉
法
が
一
部
改
正
。

直
接
支
援
の
重
要
性
が
高

ま
る

問
　
家
事
支
援
ヘ
ル
パ
ー

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
役
割
が
違
う
。
ト

ー
タ
ル
に
直
接
支
援
で
き

る
の
が
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
。

人
材
育
成
の
た
め
に
補
助

制
度
の
開
始
を
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
設
置
検
討
を
進
め
る

中
で
県
の
補
助
事
業
な
ど

も
踏
ま
え
研
究
す
る
。

伴
走
型
支
援
と
直
接
支
援
で
子
育
て
環
境
の
充
実
を

伴
走
型
支
援
と
直
接
支
援
で
子
育
て
環
境
の
充
実
を

公園・防災空地への活用に向けて協議が進む

痒い所に手が届く直接支援で
ママと子どもたちの笑顔を守る

武
藤 

倫
雄  

議
員

み
ち 

お

 

む 

と
う

戸
張 

光
枝  

議
員

み
つ 

え

 

と 

ば
り

問問

答答答

答

答

答 問

問

問 問

答

答 問問

答 答答 問 問問

●  町内の野良猫についての町の対応は
●  新型コロナ等に関連して、家庭支援・事業所支援策が最近多数行われているが、それ
らの事業コスト、あるべき支援、財政債務（借金）の増大について

14 山野  智彦

●  ニューシャトル、路線バスなど。人口流出対策として、ＪＲ線までの利用、町内利
用の交通費に助成金を

●  近隣市と連携した町民サービスの向上。蓮田駅、桶川駅、上尾駅など。町民の利用が
多い駅に伊奈町役場の出張所の開設を

●  学びを応援する奨学金。働き世代の定住もねらい、就職後の町居住期間などの条件
付きで町独自の給付型奨学金制度の設立を

16 上野  尚德

●  新型コロナウイルス第８波とインフルエンザの同時多発流行が危惧される中で
●  現役世代のがん患者への支援について
●  老人福祉センター、レジオネラ菌による浴室利用休止について
●  公共施設相互利用の拡大について
●  町内循環バス「いなまる」の安心安全対策及び利便性向上について
●  外来種害獣対策について

17 青木  久男

16 髙橋まゆみ

●  家庭用防犯カメラ等の設置に補助金を
●  野生鳥獣等による農作物被害の防止に町のサポートを
●  都市計画道路上尾伊奈線と、上尾・伊奈広域ごみ処理施設を含む精進場地域の一
帯開発を

●  中部特定土地区画整理事業施行地区内における土地分筆登記について

13 武藤  倫雄

●  志久駅エレベーター設置について
●  埼玉県児童虐待重大事例検証報告書について
●  街区公園がない地域について
●  乳幼児向け防災備蓄品の拡充について
●  地域経済について

18 五味  雅美
●  マイナンバーカードの健康保険証化
●  道路の安全確保を
●  住基ネットの取り扱いのルールは

15 大沢    淳
●  非正規・会計年度任用職員の実態と処遇改善の課題
●  消費税インボイス制度の問題点と自治体、地域経済への影響
●  コロナ禍における町のイベントや学校行事を通して今後の適切なあり方の模索を

14 藤原  義春
●  スポーツフェスティバルについて
●  シニアスマホ教室について
●  いきいきパスポート事業について
●  学校ＩＣＴ教育環境整備事業について

17 栗原  惠子 ●  がん教育について　
●  ＹｏｕＴｕｂｅ伊奈町公式チャンネルについて

13 戸張  光枝 ●  妊娠から子育てまで一貫した伴走型支援の充実と直接支援により子育て環境の改善を

15 大野  興一 ●  災害時の非常水源として井戸の活用を
●  会計年度職員にも市町村共済組合法が適用されることになったが、その内容は

一般質問

そこがそこがそこがそこが
聞きたい聞きたい聞きたい聞きたい

　議員が町政全般または特定の事項について、町の見解を問い質し
ます。12月定例会では、11人の議員が質問しました。下記は本会議
での質問事項を掲載しています。13ページから18ページには、主な
質疑応答を質問した議員が要約し、掲載しています。
　なお、会議中の発言と答弁の詳細は、伊奈町議会ホームページお
よび図書館にある会議録でご覧になれます。

11人 が 登 壇

ページ 質問議員 質問事項

ただ



一般質問
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一般質問

お
お
さ
わ 

　  

じ
ゅ
ん

大
沢 

　淳  

議
員

大
野 

興
一  

議
員

お
お 

の

こ
う
い
ち

野
良
猫
へ
の
町
の
対
応

問
　
町
民
か
ら
の
野
良
猫

相
談
へ
の
町
の
対
応
は
。

答
　
県
の
対
応
で
あ
る
敷

地
侵
入
を
防
ぐ
方
法
、
室

内
飼
い
の
勧
め
、
え
さ
や

り
の
問
題
点
、
こ
れ
ら
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
野
良
猫
へ
の
不
妊
去

勢
手
術
に
助
成
を
。
県
の

補
助
金
制
度
も
あ
る
。

答
　
他
市
町
の
実
施
状
況

を
確
認
し
、
研
究
す
る
。

問
　
県
の
「
地
域
猫
活
動
」

を
町
の
方
針
と
し
、
広
く

周
知
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
、
区
長
会
等
で

の
案
内
を
行
っ
て
い
く
。

ば
ら
ま
き
よ
り
も
減
免
を

問
　
一
律
給
付
の
ば
ら
ま

き
型
よ
り
、
減
免
型
の
方

が
経
費
が
少
な
く
真
水
が

多
い
。
１
世
帯
当
た
り
特

別
定
額
給
付
金
で
は
１
０

３
４
円
、
水
道
料
金
減
免

で
は
２
回
計
で
18
円
の
事

務
経
費
だ
っ
た
。
支
援
給

付
す
る
な
ら
、
減
免
型
を

主
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
効
果
的
な
支
援
策
を

今
後
も
実
施
し
て
い
く
。

国
・
町
の
借
金
増
大
の
先

問
　
ば
ら
ま
き
で
国
・
地

方
の
借
金
計
は
１
２
５
５

兆
円
を
超
え
た
。
借
金
増

大
と
増
税
で
イ
ギ
リ
ス
は

１
９
７
６
年
に
国
が
破
綻

し
た
。
日
本
の
破
綻
防
止

の
た
め
、
町
は
国
に
借
金

と
増
税
を
止
め
減
量
す
る

よ
う
要
望
す
べ
き
で
は
。

答
　
臨
時
財
政
対
策
債
の

抑
制
等
は
、
全
国
町
村
会

を
通
じ
要
請
し
て
い
る
。

野
良
猫
へ
の
対
応
。
ば
ら
ま
き
と
借
金
増
大
の
先
は
。

野
良
猫
へ
の
対
応
。
ば
ら
ま
き
と
借
金
増
大
の
先
は
。

競
技
に
参
加
す
る
区
が
半

数
以
下

問
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
旧
町
民
運
動
会
）

を
実
施
で
き
な
か
っ
た
要

因
を
、
ど
う
分
析
す
る
か
。

答
　
競
技
に
参
加
す
る
区

が
半
数
以
下
で
あ
っ
た
こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
第
7
波
の
中

で
あ
っ
た
こ
と
等
が
要
因

と
考
え
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
を
わ
か
り
や
す
く
周

知
し
、
教
室
や
大
会
を
開

催
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
高
齢
者
も
楽
し
め
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
競
技
の
競

技
用
具
を
複
数
購
入
し
、

町
民
へ
の
貸
出
し
や
、
体

験
会
の
実
施
な
ど
、
広
く

周
知
し
て
い
き
た
い
。

シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
教
室

問
　
こ
の
教
室
が
始
ま
っ

た
が
、
参
加
し
た
人
の
感

想
は
。

答
　
わ
か
り
や
す
く
て
良

か
っ
た
、
色
々
な
機
能
を

使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
い
っ
た
感
想
だ
。

問
　
教
室
の
頻
度
を
増
や

し
た
ら
、
ど
う
か
。

答
　
希
望
の
多
か
っ
た
内

容
の
コ
ー
ス
を
拡
充
す
る

な
ど
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
開
催
方
法
を

検
討
し
た
い
。

い
き
い
き
長
寿
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業

問
　
こ
の
事
業
が
11
月
に

始
ま
っ
た
が
、
感
触
は
。

答
　
12
月
5
日
現
在
、
１

１
８
名
の
人
が
パ
ス
ポ
ー

ト
を
取
得
し
て
お
り
、
町

民
の
長
寿
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　
正
規
職
員
と
会
計
年

度
任
用
職
員
の
比
率
。
男

女
比
率
は
。

答
　
常
勤
職
員
・
再
任
用

職
員
が
57
％
。
会
計
年
度

任
用
職
員
が
43
％
。

男
女
比
率
は
、
常
勤
・
再

任
用
職
員
が
男
性
64
％
。

女
性
36
％
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

男
性
９
％
、
女
性
91
％
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
に
よ
る
処
遇
改

善
の
成
果
と
課
題
は
。

答
　
成
果
は
期
末
手
当
が

支
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
課
題
は
専
門
職
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

問
　
期
末
手
当
支
給
の
条

件
は
。

答
　
週
の
勤
務
時
間
が
20

時
間
以
上
で
、
任
用
期
間

が
６
か
月
以
上
。

問
　
勤
務
時
間
規
定
の
撤

廃
も
し
く
は
引
き
下
げ
を
。

答
　
国
の
基
準
に
準
じ
た

い
。

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
問
題
点

問
　
地
域
経
済
へ
の
影
響

は
。

答
　
免
税
事
業
者
に
と
っ

て
消
費
税
の
納
税
義
務
が

発
生
す
る
。
取
引
先
と
の

関
係
へ
の
影
響
、
ま
た
売

上
高
の
減
少
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
影
響
は
。

答
　
免
税
事
業
者
で
あ
る

セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
適
格

請
求
書
を
発
行
で
き
な
い

た
め
、
セ
ン
タ
ー
は
新
た

な
消
費
税
の
負
担
が
発
生

す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

災
害
で
の
水
道
管
復
旧

問
　
水
道
管
の
復
旧
に
は

ど
の
位
か
か
る
か
。

答
　
耐
震
化
率
は
62
％
、

南
部
大
公
園
、
内
宿
台
公

園
に
応
急
給
水
用
の
貯
水

槽
を
備
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
災
害
の
規
模
、

被
災
状
況
で
異
な
り
復
旧

時
間
の
把
握
は
難
し
い
。

災
害
時
に
井
戸
の
活
用

問
　
非
常
水
源
に
井
戸
水

を
使
う
考
え
は
な
い
か
。

答
　
井
戸
水
の
活
用
は
、

災
害
時
の
生
活
用
水
を
確

保
に
は
有
効
な
手
段
だ
が
、

非
常
水
源
と
し
て
家
庭
用

の
井
戸
を
使
用
す
る
こ
と

は
衛
生
面
の
観
点
か
ら
で

き
な
い
。

問
　
現
在
井
戸
の
数
は
。

答
　
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　
管
理
の
支
援
は
。

答
　
井
戸
水
の
活
用
の
た

め
管
理
等
の
支
援
は
困
難

で
あ
る
が
、
他
市
の
活
用

情
報
等
を
参
考
に
研
究
す

る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
共

済
制
度
の
適
用

問
　
実
施
時
期
、
そ
の
内

容
、
未
実
施
は
な
い
か
。

答
　
令
和
４
年
10
月
1
日

実
施
さ
れ
た
。
非
常
勤
職

員
の
共
済
組
合
加
入
の
要

件
は
、
週
の
勤
務
時
間
29

時
間
以
上
、
任
用
期
間
2

か
月
を
超
え
る
者
。
ま
た

は
、
週
20
時
間
以
上
、
2

か
月
を
超
え
、
月
額
賃
金

８
万
８
０
０
０
円
以
上
で

学
生
で
な
い
者
に
短
期
給

付
、
福
祉
事
業
が
行
わ
れ

る
。
未
実
施
は
な
い
。

災
害
時
に
井
戸
の
活
用
を

災
害
時
に
井
戸
の
活
用
を

埼玉県の「地域猫活動」とは、野良猫を減
らすため「地域の野良猫に不妊去勢手術を
施し、その猫が命を全うするまでの一代限
りで、適切に管理する活動」

山
野 

智
彦  

議
員

と
も
ひ
こ

や
ま 

の

藤
原 

義
春  

議
員

よ
し
は
る

ふ
じ
は
ら

答 問

問答

答 答 問問 問答

問

問

答

問答

問問問 答

答

答答

問問

問

問問答

答答

答

答

答 問

答答答 問答 問 問問
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お
お
さ
わ 

　  

じ
ゅ
ん

大
沢 

　淳  

議
員

大
野 

興
一  

議
員

お
お 

の

こ
う
い
ち

野
良
猫
へ
の
町
の
対
応

問
　
町
民
か
ら
の
野
良
猫

相
談
へ
の
町
の
対
応
は
。

答
　
県
の
対
応
で
あ
る
敷

地
侵
入
を
防
ぐ
方
法
、
室

内
飼
い
の
勧
め
、
え
さ
や

り
の
問
題
点
、
こ
れ
ら
の

周
知
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
野
良
猫
へ
の
不
妊
去

勢
手
術
に
助
成
を
。
県
の

補
助
金
制
度
も
あ
る
。

答
　
他
市
町
の
実
施
状
況

を
確
認
し
、
研
究
す
る
。

問
　
県
の
「
地
域
猫
活
動
」

を
町
の
方
針
と
し
、
広
く

周
知
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
や
、
区
長
会
等
で

の
案
内
を
行
っ
て
い
く
。

ば
ら
ま
き
よ
り
も
減
免
を

問
　
一
律
給
付
の
ば
ら
ま

き
型
よ
り
、
減
免
型
の
方

が
経
費
が
少
な
く
真
水
が

多
い
。
１
世
帯
当
た
り
特

別
定
額
給
付
金
で
は
１
０

３
４
円
、
水
道
料
金
減
免

で
は
２
回
計
で
18
円
の
事

務
経
費
だ
っ
た
。
支
援
給

付
す
る
な
ら
、
減
免
型
を

主
に
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
効
果
的
な
支
援
策
を

今
後
も
実
施
し
て
い
く
。

国
・
町
の
借
金
増
大
の
先

問
　
ば
ら
ま
き
で
国
・
地

方
の
借
金
計
は
１
２
５
５

兆
円
を
超
え
た
。
借
金
増

大
と
増
税
で
イ
ギ
リ
ス
は

１
９
７
６
年
に
国
が
破
綻

し
た
。
日
本
の
破
綻
防
止

の
た
め
、
町
は
国
に
借
金

と
増
税
を
止
め
減
量
す
る

よ
う
要
望
す
べ
き
で
は
。

答
　
臨
時
財
政
対
策
債
の

抑
制
等
は
、
全
国
町
村
会

を
通
じ
要
請
し
て
い
る
。

野
良
猫
へ
の
対
応
。
ば
ら
ま
き
と
借
金
増
大
の
先
は
。

野
良
猫
へ
の
対
応
。
ば
ら
ま
き
と
借
金
増
大
の
先
は
。

競
技
に
参
加
す
る
区
が
半

数
以
下

問
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
（
旧
町
民
運
動
会
）

を
実
施
で
き
な
か
っ
た
要

因
を
、
ど
う
分
析
す
る
か
。

答
　
競
技
に
参
加
す
る
区

が
半
数
以
下
で
あ
っ
た
こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
第
7
波
の
中

で
あ
っ
た
こ
と
等
が
要
因

と
考
え
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ

競
技
を
わ
か
り
や
す
く
周

知
し
、
教
室
や
大
会
を
開

催
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
高
齢
者
も
楽
し
め
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
競
技
の
競

技
用
具
を
複
数
購
入
し
、

町
民
へ
の
貸
出
し
や
、
体

験
会
の
実
施
な
ど
、
広
く

周
知
し
て
い
き
た
い
。

シ
ニ
ア
ス
マ
ホ
教
室

問
　
こ
の
教
室
が
始
ま
っ

た
が
、
参
加
し
た
人
の
感

想
は
。

答
　
わ
か
り
や
す
く
て
良

か
っ
た
、
色
々
な
機
能
を

使
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
い
っ
た
感
想
だ
。

問
　
教
室
の
頻
度
を
増
や

し
た
ら
、
ど
う
か
。

答
　
希
望
の
多
か
っ
た
内

容
の
コ
ー
ス
を
拡
充
す
る

な
ど
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
開
催
方
法
を

検
討
し
た
い
。

い
き
い
き
長
寿
パ
ス
ポ
ー

ト
事
業

問
　
こ
の
事
業
が
11
月
に

始
ま
っ
た
が
、
感
触
は
。

答
　
12
月
5
日
現
在
、
１

１
８
名
の
人
が
パ
ス
ポ
ー

ト
を
取
得
し
て
お
り
、
町

民
の
長
寿
に
つ
な
げ
た
い
。

問
　
正
規
職
員
と
会
計
年

度
任
用
職
員
の
比
率
。
男

女
比
率
は
。

答
　
常
勤
職
員
・
再
任
用

職
員
が
57
％
。
会
計
年
度

任
用
職
員
が
43
％
。

男
女
比
率
は
、
常
勤
・
再

任
用
職
員
が
男
性
64
％
。

女
性
36
％
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

男
性
９
％
、
女
性
91
％
。

問
　
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
に
よ
る
処
遇
改

善
の
成
果
と
課
題
は
。

答
　
成
果
は
期
末
手
当
が

支
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
課
題
は
専
門
職
の
確

保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

問
　
期
末
手
当
支
給
の
条

件
は
。

答
　
週
の
勤
務
時
間
が
20

時
間
以
上
で
、
任
用
期
間

が
６
か
月
以
上
。

問
　
勤
務
時
間
規
定
の
撤

廃
も
し
く
は
引
き
下
げ
を
。

答
　
国
の
基
準
に
準
じ
た

い
。

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
問
題
点

問
　
地
域
経
済
へ
の
影
響

は
。

答
　
免
税
事
業
者
に
と
っ

て
消
費
税
の
納
税
義
務
が

発
生
す
る
。
取
引
先
と
の

関
係
へ
の
影
響
、
ま
た
売

上
高
の
減
少
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

問
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
影
響
は
。

答
　
免
税
事
業
者
で
あ
る

セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
適
格

請
求
書
を
発
行
で
き
な
い

た
め
、
セ
ン
タ
ー
は
新
た

な
消
費
税
の
負
担
が
発
生

す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
に
つ
い
て

災
害
で
の
水
道
管
復
旧

問
　
水
道
管
の
復
旧
に
は

ど
の
位
か
か
る
か
。

答
　
耐
震
化
率
は
62
％
、

南
部
大
公
園
、
内
宿
台
公

園
に
応
急
給
水
用
の
貯
水

槽
を
備
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
災
害
の
規
模
、

被
災
状
況
で
異
な
り
復
旧

時
間
の
把
握
は
難
し
い
。

災
害
時
に
井
戸
の
活
用

問
　
非
常
水
源
に
井
戸
水

を
使
う
考
え
は
な
い
か
。

答
　
井
戸
水
の
活
用
は
、

災
害
時
の
生
活
用
水
を
確

保
に
は
有
効
な
手
段
だ
が
、

非
常
水
源
と
し
て
家
庭
用

の
井
戸
を
使
用
す
る
こ
と

は
衛
生
面
の
観
点
か
ら
で

き
な
い
。

問
　
現
在
井
戸
の
数
は
。

答
　
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
　
管
理
の
支
援
は
。

答
　
井
戸
水
の
活
用
の
た

め
管
理
等
の
支
援
は
困
難

で
あ
る
が
、
他
市
の
活
用

情
報
等
を
参
考
に
研
究
す

る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
共

済
制
度
の
適
用

問
　
実
施
時
期
、
そ
の
内

容
、
未
実
施
は
な
い
か
。

答
　
令
和
４
年
10
月
1
日

実
施
さ
れ
た
。
非
常
勤
職

員
の
共
済
組
合
加
入
の
要

件
は
、
週
の
勤
務
時
間
29

時
間
以
上
、
任
用
期
間
2

か
月
を
超
え
る
者
。
ま
た

は
、
週
20
時
間
以
上
、
2

か
月
を
超
え
、
月
額
賃
金

８
万
８
０
０
０
円
以
上
で

学
生
で
な
い
者
に
短
期
給

付
、
福
祉
事
業
が
行
わ
れ

る
。
未
実
施
は
な
い
。

災
害
時
に
井
戸
の
活
用
を

災
害
時
に
井
戸
の
活
用
を

埼玉県の「地域猫活動」とは、野良猫を減
らすため「地域の野良猫に不妊去勢手術を
施し、その猫が命を全うするまでの一代限
りで、適切に管理する活動」

山
野 

智
彦  

議
員

と
も
ひ
こ

や
ま 

の

藤
原 

義
春  

議
員

よ
し
は
る

ふ
じ
は
ら

答 問

問答

答 答 問問 問答

問

問

答

問答

問問問 答

答

答答

問問

問

問問答

答答

答

答

答 問

答答答 問答 問 問問
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ず
っ
と
伊
奈
町
に
住
み
続

け
て
も
ら
う
た
め
、
ニ
ュ

ー
シ
ャ
ト
ル
の
運
賃
、
通

学
定
期
券
へ
の
補
助
を

問
　
運
賃
、
通
学
定
期
券
。

Ｊ
Ｒ
の
金
額
と
の
比
較
は
。

（
内
宿
〜
大
宮
/
一
か
月
）

答
　
運
賃
は
+
１
２
０
円
。

通
学
定
期
券
は
+
5
1
5

0
円
で
１
・
９
倍
。

問
　
子
育
て
世
代
が
負
担

と
感
じ
て
い
る
と
思
う
か
。

答
　
負
担
と
感
じ
て
い
る

こ
と
は
想
像
で
き
る
。

問
　
負
担
軽
減
に
よ
る
子

育
て
支
援
、
「
ず
っ
と
町

に
住
み
続
け
た
い
」
と
思

っ
て
も
ら
う
た
め
、
通
学

定
期
券
に
補
助
金
を
。

答
　
他
の
方
法
で
通
学
す

る
学
生
も
い
る
。
難
し
い
。

問
　
高
齢
者
の
町
内
移
動

の
時
、
補
助
で
き
な
い
か
。

答
　
70
歳
以
上
が
無
料
と

な
る
「
い
な
ま
る
」
を
利

用
し
て
ほ
し
い
。

町
外
で
働
く
人
の
た
め
、

夜
間
開
設
の
出
張
所
を

問
　
日
時
限
定
で
も
良
い

の
で
近
隣
駅
で
の
町
の
出

張
所
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
新
た
な
出
張
所
は
考

え
て
い
な
い
が
、
便
利
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
研
究
し
て
い
く
。

お
金
の
心
配
な
く
思
い
き

り
学
べ
る
環
境
作
り
は
未

来
へ
向
け
た
大
切
な
投
資

問
　
し
っ
か
り
勉
強
し
た

後
、
納
税
と
い
う
形
で
貢

献
し
て
も
ら
う
条
件
の
給

付
型
奨
学
金
の
設
立
を
。

答
　
移
住
・
定
住
に
つ
な

が
る
奨
学
金
制
度
の
情
報

を
集
め
研
究
し
て
い
く
。

財
政
安
定
・
福
祉
還
元

　働
き
世
代
・
子
供
へ
投
資
を

財
政
安
定
・
福
祉
還
元

　働
き
世
代
・
子
供
へ
投
資
を

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
等
の

設
置
に
補
助
金
制
度
を

問
　
令
和
３
年
１
月
か
ら

令
和
４
年
10
月
末
ま
で
に

町
内
で
発
生
し
た
住
居
侵

入
盗
、
自
転
車
盗
、
自
動

車
盗
の
事
例
は
。

答
　
住
居
侵
入
盗
34
件

（
在
宅
中
４
件
）、
自
転
車

盗
85
件
（
居
住
地
内
25
件
）、

自
動
車
盗
４
件
（
居
住
地

内
３
件
）
の
発
生
。

野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
農
作

物
被
害
防
止
サ
ポ
ー
ト
を

問
　
被
害
状
況
と
対
策
は
。

答
　
令
和
３
年
度
で
は
、

ア
ラ
イ
グ
マ
22
頭
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
1
頭
、
タ
ヌ
キ
５

頭
を
捕
獲
。
被
害
面
積
は

果
樹
園
約
５
０
０
㎡
、
野

菜
が
約
４
０
０
㎡
で
、
被

害
総
額
は
約
21
万
８
千
円
。

鳥
類
に
つ
い
て
は
被
害
農

家
か
ら
の
具
体
的
な
報
告

が
な
い
た
め
把
握
で
き
て

い
な
い
。
現
在
の
補
助
制

度
の
他
、
防
鳥
獣
用
品
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
。

都
市
計
画
道
路
上
尾
伊
奈

線
と
広
域
ご
み
処
理
施
設

問
　
上
尾
伊
奈
線
の
計
画

幅
員
縮
小
の
経
緯
は
。

答
　
令
和
３
年
度
に
上
尾

市
が
県
に
見
直
し
の
検
証

を
委
託
し
、
廃
止
も
含
む

幅
員
縮
小
と
評
価
さ
れ
た
。

問
　
住
民
還
元
施
設
等
の

要
望
や
意
見
の
聞
き
取
は
。

答
　
区
の
代
表
者
等
と
相

談
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

従
前
地
分
筆
タ
イ
ム
ラ
グ

問
　
平
成
20
年
か
ら
可
能

に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
新
し
い
制
度
の
た
め

研
究
に
時
間
を
要
し
た
。

問
　
生
命
の
大
切
さ
な
ど

総
合
的
に
学
べ
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
　
児
童
生
徒
が
、
生
命

の
大
切
さ
や
自
己
管
理
能

力
の
育
成
に
向
け
て
、
道

徳
や
特
別
活
動
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
に
も

ふ
れ
て
い
け
る
よ
う
各
小

中
学
校
に
指
導
・
助
言
し

て
い
く
。

問
　
民
間
団
体
な
ど
と
連

携
を
図
り
が
ん
教
育
の
授

業
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
県
保
健
医
療
部
疾
病

対
策
課
の
「
が
ん
教
育
出

前
講
座
」
な
ど
を
周
知
し

て
い
く
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
伊
奈
町

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

問
　
移
住
を
検
討
し
て
い

る
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
件
数
増
加
へ

寄
与
す
る
と
思
う
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
　
全
国
の
数
あ
る
市
町

村
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
、

伊
奈
町
を
知
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
の
で
、
そ

の
情
報
発
信
の
ひ
と
つ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
活

用
も
図
っ
て
い
く
。

問
　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

活
用
し
て
、
今
後
考
え
る

戦
略
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

答
　
伊
奈
備
前
守
忠
次
公

や
バ
ラ
な
ど
の
観
光
資
源

を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た

が
、
今
後
、
伊
奈
町
に
興

味
を
持
っ
て
頂
け
る
方
を

全
国
に
も
増
や
せ
る
よ
う

展
開
し
て
い
く
。

が
ん
教
育
「
生
命
の
授
業
」

が
ん
教
育
「
生
命
の
授
業
」

ま
ち
の
将
来
像
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

ま
ち
の
将
来
像
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

問
　
18
歳
ま
で
は
小
児
が

ん
患
者
に
対
す
る
助
成
制

度
が
あ
り
、
40
歳
以
上
に

つ
い
て
は
介
護
保
険
が
利

用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
他
市
で
の
実
施
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
19
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
が
ん
患
者
に
何

ら
か
の
生
活
支
援
を
検
討

す
べ
き
だ
。

答
　
今
後
、
先
進
的
な
取

組
み
事
例
な
ど
を
情
報
収

集
し
、
生
活
支
援
策
を
研

究
し
て
い
く
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

無
料
接
種
の
再
開
を

問
　
今
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ

に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
同
時
多
発
が
危
惧
さ

れ
る
。
２
年
前
実
施
し
た

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

無
料
接
種
を
再
開
し
た
ら

ど
う
か
。

答
　
今
年
度
は
す
で
に
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

開
始
し
て
い
て
年
度
途
中

で
の
無
料
接
種
は
既
に
接

種
済
み
の
町
民
へ
の
公
平

性
か
ら
難
し
い
。

い
な
ま
る
の
利
便
性
向
上

問
　
双
方
向
化
に
し
た
ら

ど
う
か
。

答
　
実
現
に
は
い
く
つ
か

課
題
が
あ
る
。

問
　
利
用
者
６
人
中
１
０

０
円
払
う
人
は
１
人
が
現

状
。
さ
ら
に
進
ん
で
全
員

無
料
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
民
間
同
業
者
を
圧
迫

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

現
役
世
代
の
が
ん
患
者
生
活
支
援
を

現
役
世
代
の
が
ん
患
者
生
活
支
援
を

現在・将来の納税者と相思相愛の関係を築く。
様々な支援策で人口流出を阻止。
町税安定が福祉を充実させ、町を維持し続けて
いく鍵。

がん患者の3人に1人は就労世代に発症すると言
われている

髙
橋 

ま
ゆ
み  

議
員

た
か
は
し

上
野 

尚
德  

議
員

う
え 

の

な
お
の
り

都市計画道路上尾･伊奈線が通過する精進
場地域。ごみ処理施設建設予定地側とは逆
に、豊かな自然が残る一方、現在は水害と
背中合わせの場所

青
木 

久
男  

議
員

あ
お 

き

ひ
さ 

お

け
い 

こ

栗
原 

惠
子  

議
員

く
り
ば
ら

問

問 答

答問問 答答

問

問

答

問答

問問問

答

答答答

問

問問

問問問答

答

答答答

答

答 問

答答 問 問
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ず
っ
と
伊
奈
町
に
住
み
続

け
て
も
ら
う
た
め
、
ニ
ュ

ー
シ
ャ
ト
ル
の
運
賃
、
通

学
定
期
券
へ
の
補
助
を

問
　
運
賃
、
通
学
定
期
券
。

Ｊ
Ｒ
の
金
額
と
の
比
較
は
。

（
内
宿
〜
大
宮
/
一
か
月
）

答
　
運
賃
は
+
１
２
０
円
。

通
学
定
期
券
は
+
5
1
5

0
円
で
１
・
９
倍
。

問
　
子
育
て
世
代
が
負
担

と
感
じ
て
い
る
と
思
う
か
。

答
　
負
担
と
感
じ
て
い
る

こ
と
は
想
像
で
き
る
。

問
　
負
担
軽
減
に
よ
る
子

育
て
支
援
、
「
ず
っ
と
町

に
住
み
続
け
た
い
」
と
思

っ
て
も
ら
う
た
め
、
通
学

定
期
券
に
補
助
金
を
。

答
　
他
の
方
法
で
通
学
す

る
学
生
も
い
る
。
難
し
い
。

問
　
高
齢
者
の
町
内
移
動

の
時
、
補
助
で
き
な
い
か
。

答
　
70
歳
以
上
が
無
料
と

な
る
「
い
な
ま
る
」
を
利

用
し
て
ほ
し
い
。

町
外
で
働
く
人
の
た
め
、

夜
間
開
設
の
出
張
所
を

問
　
日
時
限
定
で
も
良
い

の
で
近
隣
駅
で
の
町
の
出

張
所
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
新
た
な
出
張
所
は
考

え
て
い
な
い
が
、
便
利
に

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
研
究
し
て
い
く
。

お
金
の
心
配
な
く
思
い
き

り
学
べ
る
環
境
作
り
は
未

来
へ
向
け
た
大
切
な
投
資

問
　
し
っ
か
り
勉
強
し
た

後
、
納
税
と
い
う
形
で
貢

献
し
て
も
ら
う
条
件
の
給

付
型
奨
学
金
の
設
立
を
。

答
　
移
住
・
定
住
に
つ
な

が
る
奨
学
金
制
度
の
情
報

を
集
め
研
究
し
て
い
く
。

財
政
安
定
・
福
祉
還
元

　働
き
世
代
・
子
供
へ
投
資
を

財
政
安
定
・
福
祉
還
元

　働
き
世
代
・
子
供
へ
投
資
を

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
等
の

設
置
に
補
助
金
制
度
を

問
　
令
和
３
年
１
月
か
ら

令
和
４
年
10
月
末
ま
で
に

町
内
で
発
生
し
た
住
居
侵

入
盗
、
自
転
車
盗
、
自
動

車
盗
の
事
例
は
。

答
　
住
居
侵
入
盗
34
件

（
在
宅
中
４
件
）、
自
転
車

盗
85
件
（
居
住
地
内
25
件
）、

自
動
車
盗
４
件
（
居
住
地

内
３
件
）
の
発
生
。

野
生
鳥
獣
等
に
よ
る
農
作

物
被
害
防
止
サ
ポ
ー
ト
を

問
　
被
害
状
況
と
対
策
は
。

答
　
令
和
３
年
度
で
は
、

ア
ラ
イ
グ
マ
22
頭
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
1
頭
、
タ
ヌ
キ
５

頭
を
捕
獲
。
被
害
面
積
は

果
樹
園
約
５
０
０
㎡
、
野

菜
が
約
４
０
０
㎡
で
、
被

害
総
額
は
約
21
万
８
千
円
。

鳥
類
に
つ
い
て
は
被
害
農

家
か
ら
の
具
体
的
な
報
告

が
な
い
た
め
把
握
で
き
て

い
な
い
。
現
在
の
補
助
制

度
の
他
、
防
鳥
獣
用
品
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
。

都
市
計
画
道
路
上
尾
伊
奈

線
と
広
域
ご
み
処
理
施
設

問
　
上
尾
伊
奈
線
の
計
画

幅
員
縮
小
の
経
緯
は
。

答
　
令
和
３
年
度
に
上
尾

市
が
県
に
見
直
し
の
検
証

を
委
託
し
、
廃
止
も
含
む

幅
員
縮
小
と
評
価
さ
れ
た
。

問
　
住
民
還
元
施
設
等
の

要
望
や
意
見
の
聞
き
取
は
。

答
　
区
の
代
表
者
等
と
相

談
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

従
前
地
分
筆
タ
イ
ム
ラ
グ

問
　
平
成
20
年
か
ら
可
能

に
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
新
し
い
制
度
の
た
め

研
究
に
時
間
を
要
し
た
。

問
　
生
命
の
大
切
さ
な
ど

総
合
的
に
学
べ
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
　
児
童
生
徒
が
、
生
命

の
大
切
さ
や
自
己
管
理
能

力
の
育
成
に
向
け
て
、
道

徳
や
特
別
活
動
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
に
も

ふ
れ
て
い
け
る
よ
う
各
小

中
学
校
に
指
導
・
助
言
し

て
い
く
。

問
　
民
間
団
体
な
ど
と
連

携
を
図
り
が
ん
教
育
の
授

業
を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
県
保
健
医
療
部
疾
病

対
策
課
の
「
が
ん
教
育
出

前
講
座
」
な
ど
を
周
知
し

て
い
く
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
伊
奈
町

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル

問
　
移
住
を
検
討
し
て
い

る
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
件
数
増
加
へ

寄
与
す
る
と
思
う
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
　
全
国
の
数
あ
る
市
町

村
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
、

伊
奈
町
を
知
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
の
で
、
そ

の
情
報
発
信
の
ひ
と
つ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
活

用
も
図
っ
て
い
く
。

問
　
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を

活
用
し
て
、
今
後
考
え
る

戦
略
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

答
　
伊
奈
備
前
守
忠
次
公

や
バ
ラ
な
ど
の
観
光
資
源

を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た

が
、
今
後
、
伊
奈
町
に
興

味
を
持
っ
て
頂
け
る
方
を

全
国
に
も
増
や
せ
る
よ
う

展
開
し
て
い
く
。

が
ん
教
育
「
生
命
の
授
業
」

が
ん
教
育
「
生
命
の
授
業
」

ま
ち
の
将
来
像
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

ま
ち
の
将
来
像
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を

問
　
18
歳
ま
で
は
小
児
が

ん
患
者
に
対
す
る
助
成
制

度
が
あ
り
、
40
歳
以
上
に

つ
い
て
は
介
護
保
険
が
利

用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
他
市
で
の
実
施
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
19
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
が
ん
患
者
に
何

ら
か
の
生
活
支
援
を
検
討

す
べ
き
だ
。

答
　
今
後
、
先
進
的
な
取

組
み
事
例
な
ど
を
情
報
収

集
し
、
生
活
支
援
策
を
研

究
し
て
い
く
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

無
料
接
種
の
再
開
を

問
　
今
冬
は
新
型
コ
ロ
ナ

に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
同
時
多
発
が
危
惧
さ

れ
る
。
２
年
前
実
施
し
た

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

無
料
接
種
を
再
開
し
た
ら

ど
う
か
。

答
　
今
年
度
は
す
で
に
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

開
始
し
て
い
て
年
度
途
中

で
の
無
料
接
種
は
既
に
接

種
済
み
の
町
民
へ
の
公
平

性
か
ら
難
し
い
。

い
な
ま
る
の
利
便
性
向
上

問
　
双
方
向
化
に
し
た
ら

ど
う
か
。

答
　
実
現
に
は
い
く
つ
か

課
題
が
あ
る
。

問
　
利
用
者
６
人
中
１
０

０
円
払
う
人
は
１
人
が
現

状
。
さ
ら
に
進
ん
で
全
員

無
料
に
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
民
間
同
業
者
を
圧
迫

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

現
役
世
代
の
が
ん
患
者
生
活
支
援
を

現
役
世
代
の
が
ん
患
者
生
活
支
援
を

現在・将来の納税者と相思相愛の関係を築く。
様々な支援策で人口流出を阻止。
町税安定が福祉を充実させ、町を維持し続けて
いく鍵。

がん患者の3人に1人は就労世代に発症すると言
われている

髙
橋 

ま
ゆ
み  

議
員

た
か
は
し

上
野 

尚
德  

議
員

う
え 

の

な
お
の
り

都市計画道路上尾･伊奈線が通過する精進
場地域。ごみ処理施設建設予定地側とは逆
に、豊かな自然が残る一方、現在は水害と
背中合わせの場所

青
木 

久
男  

議
員

あ
お 

き

ひ
さ 

お

け
い 

こ

栗
原 

惠
子  

議
員

く
り
ば
ら

問

問 答

答問問 答答

問

問

答

問答

問問問

答

答答答

問

問問

問問問答

答

答答答

答

答 問

答答 問 問
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一般質問・傍聴案内

所管事務調査

　
越
谷
市
に
あ
る
東
埼
玉

環
境
組
合
は
５
市
１
町

（
越
谷
市
、
草
加
市
、
八

潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、

松
伏
町
）
で
組
織
さ
れ
た

一
部
事
務
組
合
で
す
。

　
大
き
な
特
徴
は
、
付
帯

設
備
と
し
て
、
余
熱
を
活

用
し
た
発
電
機
能
と
温
水

利
用
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
発
電
で

は
、
施
設
内
の
必
要
電
力

を
全
て
ま
か
な
っ
た
上
、

余
剰
分
を
小
売
電
気
事
業

者
に
送
電
し
て
お
り
、
発

電
に
よ
る
売
却
益
は
令
和

３
年
度
で
５
億
８
千
万
円

で
す
。
余
熱
利
用
で
は
、

場
内
で
の
熱
供
給
、
給
湯
、

冷
暖
房
の
ほ
か
、
場
外
へ

の
熱
供
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。
隣
地
の
市
民
プ
ー
ル

で
は
、
ご
み
焼
却
炉
か
ら

の
温
水
を
引
き
込
み
、
熱

交
換
器
を
用
い
て
プ
ー
ル

の
水
を
温
水
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
光
熱

費
ゼ
ロ
で
温
水
プ
ー
ル
と

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運

営
が
で
き
て
い
ま
す
。
実

際
の
焼
却
炉
や
付
帯
設
備

を
視
察
で
き
、
今
後
の
ご

み
処
理
施
設
検
討
に
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
視
察
地
　埼
玉
県
越
谷
市

●
視
察
日
　令
和
４
年
10
月
14
日

余熱を利用し、プールを温水にする
「熱交換器」の装置

問
　
医
療
機
関
に
義
務
付

け
よ
う
と
し
て
い
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
」
は
、
ト
ラ
ブ
ル
多

発
、
医
療
機
関
に
大
変
な

負
担
だ
が
、
町
の
状
況
は
。

答
　
町
内
医
科
、
歯
科
、

薬
局
の
導
入
率
約
46
％
。

使
用
実
績
は
少
な
い
。

問
　
健
康
保
険
証
の
廃
止

は
医
療
機
関
も
患
者
も
大

混
乱
に
す
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
化
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
目
的
。

そ
の
た
め
に
医
療
を
巻
き

込
む
の
は
や
め
る
べ
き
だ
。

答
　
健
康
保
険
証
は
、
法

令
で
規
定
さ
れ
た
も
の
な

の
で
、
町
の
判
断
で
は
で

き
な
い
。

道
路
の
安
全
確
保
を

問
　
崩
れ
そ
う
な
塀
や
枝

草
の
生
い
茂
り
な
ど
道
路

の
安
全
に
問
題
の
あ
る
所

へ
の
適
切
な
対
処
を
。

答
　
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル

等
で
把
握
に
努
め
て
い
る
。

町
内
、
通
学
路
で
20
か
所
、

他
に
7
か
所
あ
る
。

問
　
安
全
の
た
め
通
学
路

変
更
の
要
望
が
出
て
い
る
。

答
　
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、

現
地
確
認
の
う
え
、
通
学

状
況
を
調
査
し
、
交
通
安

全
、
防
犯
等
の
検
討
を
し

て
地
域
、
学
校
運
営
協
議

会
で
協
議
す
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
取
扱
い

問
　
他
自
治
体
で
住
基
ネ

ッ
ト
漏
洩
事
件
が
起
き
た
。

町
の
チ
ェ
ッ
ク
状
況
は
。

答
　
指
針
、
規
定
、
手
順

等
に
沿
っ
て
遵
守
を
徹
底

す
る
。

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う
に

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う
に

出典：全国保険医団体連合会
マイナンバーカード押し付けのための健康
保険証廃止で患者も窓口も混乱は必至

先進的ごみ処理施設

被災経験から生まれた防災公園

第一工場ごみ処理施設 第二工場ごみ処理施設
焼 却 能 力 800t/ 日 297t/ 日
焼 却 温 度 850 ～ 1,000℃ 1,400℃
炉 形 式 全連続焼却式機械炉 直接ガス化溶融炉
発 電 能 力 24,000kw 9,400kw
余 熱 利 用 発電、売電、温水供給 発電、売電、温水供給
完 成 平成７年 平成 28年
総 工 費 405 億円 138億円
（参考）現在の焼却能力は、伊奈町60t/日、上尾市300t/日

　
市
内
60
％
が
山
間
部
で

三
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
て

い
る
藤
岡
市
は
令
和
元
年

の
台
風
19
号
（
東
日
本
台

風
）
の
大
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
を
機
に

本
防
災
公
園
を
整
備
し
ま

し
た
。
特
徴
は
、
平
常
時

は
普
通
の
公
園
で
、
災
害

時
に
は
住
民
の
緊
急
避
難

場
所
と
な
り
、
災
害
支
援

物
資
の
集
配
拠
点
や
応
急

仮
設
住
宅
用
地
に
も
な
る

公
園
で
す
。

　
約
４
・
１
ha
の
敷
地
に
、

市
全
体
の
６
割
を
目
標
に

集
積
し
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

も
中
に
入
れ
る
備
蓄
倉
庫
、

災
害
時
に
は
炊
き
出
し
用

の
か
ま
ど
に
転
用
で
き
る

ベ
ン
チ
や
防
災
テ
ン
ト
に

変
化
す
る
ブ
ラ
ン
コ
等
の

遊
具
を
備
え
る
幼
児
広
場

と
遊
具
広
場
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
離
発
着
場
と
応
急

仮
設
住
宅
用
地
と
な
る
芝

生
広
場
、
車
中
泊
も
可
能

と
す
る
84
台
分
の
駐
車
場
、

下
流
河
川
へ
の
流
水
量
を

低
減
さ
せ
る
調
整
池
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
市
担
当
者
か
ら
の

説
明
及
び
質
疑
応
答
の
後
、

公
園
内
各
所
を
見
学
し
、

追
加
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
ベ
ン

チ
を
か
ま
ど
に
す
る
体
験

も
行
い
ま
し
た
。

●
視
察
地
　群
馬
県
藤
岡
市

●
視
察
日
　令
和
４
年
10
月
17
日

組立てやすさや丈夫さなどを
実物で確認できました

所管事務調査

文教民生常任委員会文教民生常任委員会

総務建設産業常任委員会総務建設産業常任委員会

答

答 問

問

答答 答問 問問

町の最新情報を議会傍聴で入手!!町の最新情報を議会傍聴で入手!!

　町議会の本会議や常任委員会、特別委員
会はどなたでも自由に傍聴できます。ただ
し、現在は新型コロナウイルス感染拡大を
防止するため傍聴をご遠慮いただく場合も
あります。本会議は住民課待合室、本会議
場前待合室のモニターでもリアルタイムで
ご視聴になれますのでご利用ください。
　なお傍聴する場合は下記のことをお願い
します。

新型コロナウイルス
感染拡大防止への
ご協力のお願い

●手指消毒・マスク着用・検温にご協力をお願い
　します。
●体調の優れない方は、傍聴をご遠慮ください。

次回の定例会開会予定日は

２月24日㈮
令和５年

です。

傍聴手続きは
簡単みたい!!

町でどんな計画が
されているの?
どんなことが議論
されているの??

五
味 

雅
美  

議
員

ま
さ 

み

 

ご  

み
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所管事務調査

　
越
谷
市
に
あ
る
東
埼
玉

環
境
組
合
は
５
市
１
町

（
越
谷
市
、
草
加
市
、
八

潮
市
、
三
郷
市
、
吉
川
市
、

松
伏
町
）
で
組
織
さ
れ
た

一
部
事
務
組
合
で
す
。

　
大
き
な
特
徴
は
、
付
帯

設
備
と
し
て
、
余
熱
を
活

用
し
た
発
電
機
能
と
温
水

利
用
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
発
電
で

は
、
施
設
内
の
必
要
電
力

を
全
て
ま
か
な
っ
た
上
、

余
剰
分
を
小
売
電
気
事
業

者
に
送
電
し
て
お
り
、
発

電
に
よ
る
売
却
益
は
令
和

３
年
度
で
５
億
８
千
万
円

で
す
。
余
熱
利
用
で
は
、

場
内
で
の
熱
供
給
、
給
湯
、

冷
暖
房
の
ほ
か
、
場
外
へ

の
熱
供
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。
隣
地
の
市
民
プ
ー
ル

で
は
、
ご
み
焼
却
炉
か
ら

の
温
水
を
引
き
込
み
、
熱

交
換
器
を
用
い
て
プ
ー
ル

の
水
を
温
水
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
光
熱

費
ゼ
ロ
で
温
水
プ
ー
ル
と

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運

営
が
で
き
て
い
ま
す
。
実

際
の
焼
却
炉
や
付
帯
設
備

を
視
察
で
き
、
今
後
の
ご

み
処
理
施
設
検
討
に
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

●
視
察
地
　埼
玉
県
越
谷
市

●
視
察
日
　令
和
４
年
10
月
14
日

余熱を利用し、プールを温水にする
「熱交換器」の装置

問
　
医
療
機
関
に
義
務
付

け
よ
う
と
し
て
い
る
「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
」
は
、
ト
ラ
ブ
ル
多

発
、
医
療
機
関
に
大
変
な

負
担
だ
が
、
町
の
状
況
は
。

答
　
町
内
医
科
、
歯
科
、

薬
局
の
導
入
率
約
46
％
。

使
用
実
績
は
少
な
い
。

問
　
健
康
保
険
証
の
廃
止

は
医
療
機
関
も
患
者
も
大

混
乱
に
す
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
化
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
が
目
的
。

そ
の
た
め
に
医
療
を
巻
き

込
む
の
は
や
め
る
べ
き
だ
。

答
　
健
康
保
険
証
は
、
法

令
で
規
定
さ
れ
た
も
の
な

の
で
、
町
の
判
断
で
は
で

き
な
い
。

道
路
の
安
全
確
保
を

問
　
崩
れ
そ
う
な
塀
や
枝

草
の
生
い
茂
り
な
ど
道
路

の
安
全
に
問
題
の
あ
る
所

へ
の
適
切
な
対
処
を
。

答
　
職
員
の
パ
ト
ロ
ー
ル

等
で
把
握
に
努
め
て
い
る
。

町
内
、
通
学
路
で
20
か
所
、

他
に
7
か
所
あ
る
。

問
　
安
全
の
た
め
通
学
路

変
更
の
要
望
が
出
て
い
る
。

答
　
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
、

現
地
確
認
の
う
え
、
通
学

状
況
を
調
査
し
、
交
通
安

全
、
防
犯
等
の
検
討
を
し

て
地
域
、
学
校
運
営
協
議

会
で
協
議
す
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
取
扱
い

問
　
他
自
治
体
で
住
基
ネ

ッ
ト
漏
洩
事
件
が
起
き
た
。

町
の
チ
ェ
ッ
ク
状
況
は
。

答
　
指
針
、
規
定
、
手
順

等
に
沿
っ
て
遵
守
を
徹
底

す
る
。

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う
に

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
よ
う
に

出典：全国保険医団体連合会
マイナンバーカード押し付けのための健康
保険証廃止で患者も窓口も混乱は必至

先進的ごみ処理施設

被災経験から生まれた防災公園

第一工場ごみ処理施設 第二工場ごみ処理施設
焼 却 能 力 800t/ 日 297t/ 日
焼 却 温 度 850 ～ 1,000℃ 1,400℃
炉 形 式 全連続焼却式機械炉 直接ガス化溶融炉
発 電 能 力 24,000kw 9,400kw
余 熱 利 用 発電、売電、温水供給 発電、売電、温水供給
完 成 平成７年 平成 28年
総 工 費 405 億円 138億円
（参考）現在の焼却能力は、伊奈町60t/日、上尾市300t/日

　
市
内
60
％
が
山
間
部
で

三
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
て

い
る
藤
岡
市
は
令
和
元
年

の
台
風
19
号
（
東
日
本
台

風
）
の
大
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
こ
と
を
機
に

本
防
災
公
園
を
整
備
し
ま

し
た
。
特
徴
は
、
平
常
時

は
普
通
の
公
園
で
、
災
害

時
に
は
住
民
の
緊
急
避
難

場
所
と
な
り
、
災
害
支
援

物
資
の
集
配
拠
点
や
応
急

仮
設
住
宅
用
地
に
も
な
る

公
園
で
す
。

　
約
４
・
１
ha
の
敷
地
に
、

市
全
体
の
６
割
を
目
標
に

集
積
し
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

も
中
に
入
れ
る
備
蓄
倉
庫
、

災
害
時
に
は
炊
き
出
し
用

の
か
ま
ど
に
転
用
で
き
る

ベ
ン
チ
や
防
災
テ
ン
ト
に

変
化
す
る
ブ
ラ
ン
コ
等
の

遊
具
を
備
え
る
幼
児
広
場

と
遊
具
広
場
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
離
発
着
場
と
応
急

仮
設
住
宅
用
地
と
な
る
芝

生
広
場
、
車
中
泊
も
可
能

と
す
る
84
台
分
の
駐
車
場
、

下
流
河
川
へ
の
流
水
量
を

低
減
さ
せ
る
調
整
池
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
市
担
当
者
か
ら
の

説
明
及
び
質
疑
応
答
の
後
、

公
園
内
各
所
を
見
学
し
、

追
加
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
実
際
に
ベ
ン

チ
を
か
ま
ど
に
す
る
体
験

も
行
い
ま
し
た
。

●
視
察
地
　群
馬
県
藤
岡
市

●
視
察
日
　令
和
４
年
10
月
17
日

組立てやすさや丈夫さなどを
実物で確認できました

所管事務調査

文教民生常任委員会文教民生常任委員会

総務建設産業常任委員会総務建設産業常任委員会

答

答 問

問

答答 答問 問問

町の最新情報を議会傍聴で入手!!町の最新情報を議会傍聴で入手!!

　町議会の本会議や常任委員会、特別委員
会はどなたでも自由に傍聴できます。ただ
し、現在は新型コロナウイルス感染拡大を
防止するため傍聴をご遠慮いただく場合も
あります。本会議は住民課待合室、本会議
場前待合室のモニターでもリアルタイムで
ご視聴になれますのでご利用ください。
　なお傍聴する場合は下記のことをお願い
します。

新型コロナウイルス
感染拡大防止への
ご協力のお願い

●手指消毒・マスク着用・検温にご協力をお願い
　します。
●体調の優れない方は、傍聴をご遠慮ください。

次回の定例会開会予定日は

２月24日㈮
令和５年

です。

傍聴手続きは
簡単みたい!!

町でどんな計画が
されているの?
どんなことが議論
されているの??

五
味 

雅
美  

議
員

ま
さ 

み

 

ご  

み
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町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を

目
的
と
し
、
各
会
派
で
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
を
視
察
調
査
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

　
石
川
県
能
美
市
は
、
人

口
約
４
万
8
千
人
で
、
面

積
約
84
㎢
で
す
。
条
例
に

よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
を
実
施
し
て
お
り
、

学
識
経
験
者
や
団
体
の
代

表
者
な
ど
が
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
子
宝
支
援

給
付
金
支
給
事
業
も
実
施

し
て
お
り
、
令
和
3
年
度

で
は
、
一
般
不
妊
治
療
に

64
件
、
約
１
３
０
万
円
、

生
殖
補
助
医
療
に
１
２
３

件
、
約
2
千
70
万
円
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
は
、
と
て
も
多

く
の
古
墳
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
古
代
に
能
美
が
隆

盛
し
て
い
た
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度

に
は
、
約
2
万
8
千
人
の

入
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
世
代
が
多
く
、

歴
史
資
料
の
展
示
を
工
夫

し
た
い
伊
奈
町
に
と
っ
て
、

と
て
も
参
考
に
な
る
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
と
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

日
　程
　令
和
4
年
11
月
11
日
・
12
日

視
察
地
　石
川
県
能
美
市

会
　派
　み
ら
い
研
伊
奈
・
新
政
伊
奈
・
颯
政
会

能美市の子育て支援の説明を受け、議場を見学

　
広
島
県
東
広
島
市
議
会
の
会

派
（
創
志
会
）
4
人
が
11
月
10

日
に
、
農
業
戦
略
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
お
よ
び
農
業
施
策
に
つ
い

て
の
行
政
視
察
で
来
庁
さ
れ
ま

し
た
。
議
員
の
中
に
は
農
業
従

事
者
も
い
て
、
熱
心
に
担
当
者

の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

第10回 議会報告会

＜ アンケート集計 ＞

　対面では３年ぶりとなる議会報告会を開催することができました。
　今回は参加者の皆様からご意見を伺うことに重点を置き、４つのテーブルに分かれ１時間30
分ほどかけ広聴会を行いました。時に真剣に、時に笑いながらそれぞれのテーブルで活発な発
言が行われました。どれも貴重なご意見ばかりで、たいへん参考になりました。感謝‼

●性　　別 ・男性 ９人 ・女性 ３人
●年　　齢 ・20代 １人 ・30代 １人 ・50代 １人 ・70代 ８人 ・80代 １人
●住　　所 ・栄 ５人 ・小室 ２人 ・羽貫 ２人 ・寿 １人  ・内宿台 ２人
●参加回数　・はじめて　５人　　・２～３回目　３人　　・４回以上　４人
●議会報告会を知ったきっかけ
 ・議会だより　４人　　　　・広報いな　２人 　　　・掲示板　３人　
  ・議員からの案内　２人　　・その他（年間予定表からほか）　３人
●満 足 度 ・大変満足　３人
 　理　由　・少人数の班分けで発言しやすく、やり取りもできてとてもよかった。
 　　　　　・議員とフランクに話しても良いのだと分かった。
 　　　　　・議員のレベルが高かった。
 ・満　　足　3人
 　理　由　・ディスカッションの場があって、いつも思っていたことが聞けて良かった。
 　　　　　　こうして話をすることで良い方向に変わっていくのでは。
 　　　　　・グループ広聴会は良かったと思う。
 ・少し満足　5人
　　　　　　　理　由　・グループにしたことは良かったが、参加者が意見したいことが多く、少し時
 　　　　　　間が足りないように思った。
 　　　　　・回答は得られなかったけど、良かったのでは。
 ・あまり満足できない　0人　　・満足できない　0人　　・まったく満足できない　0人
●今回の所要時間（２時間）について
 ・ちょうど良かった　6人   ・長かった　0人  ・短かった　2人
 ・もう少し長くても良かった　1人 ・無回答　2人

町議会の仕組み、令和４年度の主な報告など第１部

グループに分かれて広聴会第２部

議場見学希望者

　伊奈町議会議員選挙と埼玉県議会議員選挙の
日程が決まりました。

令和４年11月19日㈯
開催日

「伊奈町産米応援プロジェクト」について
活発な質疑応答がありました

伊奈町議会
議員選挙
伊奈町議会
議員選挙

東広島市議会来庁東広島市議会来庁

埼玉県議会
議員選挙

（伊奈町・上尾市）

埼玉県議会
議員選挙

（伊奈町・上尾市）

選 挙 日 程選 挙 日 程

４月18日㈫
告示日

４月23日㈰
投票日

３月31日㈮
告示日

４月 9 日㈰
投票日
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・議員とは選挙の時に少しふれあうくらいで、じっくり話す機会がありま
せんでしたので、今回、大変充実した日になりました。
・年１回だとたくさん議論することがあると思いますし、報告されること
も多くなりますので、最低２回は開催していただけると助かります。
・若年世代がまちづくりについて意見を述べたり、町や町議会と議論がで
きる場があると嬉しいです。
・議員の個別の問合せフォームを町議会サイトにつくるなど、町会議員の
方ともっと気軽にコミュニケーシ
ョンや連絡がとれる仕組みをつく
っていただけると、町民の意見を
聴取しやすくなると思います。
・伊奈町議会Webサイトの「議員
名簿」の個別の議員の方のページ
に記載されているメールアドレス
につながらない事が今年に入って
あったので、更新をお願いします。

緑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か

ら
伊
奈
町
に
移
り
住
ん
だ
。

緑
と
生
き
物
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
光
を

与
え
て
ほ
し
い
。
も
う
少

し
町
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
ほ
し
い
。

◇
町
の
農
業
の
問
題
で
、

農
業
だ
け
で
生
活
で
き
る

人
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
農

業
は
町
の
要
と
な
る
産
業

な
の
で
、
後
継
者
支
援
な

ど
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

ま
た
制
度
が
行
き
渡
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

◇
新
庁
舎
の
会
議
室
は
音

響
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

◇
新
庁
舎
に
図
書
館
を
入

れ
て
良
い
の
か
。
臨
時
の

駐
車
場
は
ど
う
す
る
の
か
。

◇
伊
奈
病
院
周
辺
の
道
路

環
境
整
備
も
含
め
て
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

◇
役
場
庁
舎
建
替
え
に
あ

た
り
、
複
合
化
と
の
こ
と

だ
が
、
ゆ
め
く
る
の
出
張

所
は
存
続
し
て
ほ
し
い
。

◇
新
庁
舎
に
は
町
民
が
自

由
に
気
軽
に
使
え
る
よ
う

な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
も
ら
い
た
い
。

◇
「
ず
っ
と
住
み
た
い
緑

に
あ
ふ
れ
た
キ
ラ
キ
ラ
光

る
元
気
な
ま
ち
」
と
あ
る

が
、
最
近
で
は
緑
が
少
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
が
少
し
ず
つ
定
着
し
始
め
、

町
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
写
真
は
「
内
宿
区
」
で
行
わ
れ
た

年
末
恒
例
の
お
餅
つ
き
。

「
こ
ん
な
に
い
た
の
？
」

と
い
う
ぐ
ら
い
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
、

見
て
い
る
こ
ち
ら
が
幸

せ
に
な
る
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

な
の
で
、
そ
れ
で
結
構
だ

と
い
う
考
え
で
良
い
の
で

は
な
い
か
。

◇
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

学
習
支
援
は
行
っ
て
い
る

か
。

◇
特
別
支
援
学
級
が
各
校

に
あ
る
が
、
集
約
す
れ
ば

人
員
・
コ
ス
ト
も
集
約
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
遠

隔
地
に
通
学
で
き
る
よ
う

「
い
な
ま
る
」
を
１
時
間

早
く
運
行
す
る
な
ど
、
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
対
応

し
て
は
ど
う
か
。
　

◇
各
家
庭
や
児
童
生
徒
に

よ
っ
て
特
別
支
援
学
級
に

関
し
て
は
選
択
肢
を
残
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

下
の
料
金
割
引
か
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
等
へ
の
補
助

金
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。

◇
中
学
校
の
校
庭
を
テ
ス

ト
期
間
中
な
ど
の
平
日
の

開
放
拡
大
を
し
て
ほ
し
い
。

学
校
長
と
の
相
談
で
は
な

く
、
町
で
申
し
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

◇
道
路
掃
除
や
集
金
な
ど

が
面
倒
と
の
理
由
か
ら
自

治
会
な
ど
に
参
加
す
る
人

数
が
半
分
以
上
減
っ
て
き

て
い
て
、
高
齢
者
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
希
薄
化
も
心
配
。

◇
「
議
会
だ
よ
り
」
と

「
広
報
い
な
」
が
ア
パ
ー

ト
等
へ
未
配
布
な
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
、

必
ず
全
戸
配
布
に
す
べ
き
。

◇
教
育
・
生
活
・
福
祉
全

般
に
お
い
て
町
職
員
数
を

増
や
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

◇
子
ど
も
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｔ
端
末
に
つ
い
て
、
教

育
の
現
場
で
の
実
際
の
効

果
は
ど
う
な
の
か
。
Ｉ
Ｔ

化
す
る
こ
と
に
よ
る
教
員

の
負
担
や
、
先
生
と
児
童

生
徒
と
の
直
接
的
な
や
り

取
り
の
機
会
が
減
る
と
い

う
の
は
ど
う
な
の
か
。

◇
２
０
２
５
年
か
ら
、
中

学
の
体
育
系
部
活
動
を
地

域
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
指
導
者
の
絶

対
的
な
不
足
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

◇
町
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

の
使
用
料
金
を
値
上
げ
し

た
が
、
大
会
費
用
な
ど
で

運
営
予
算
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
中
学
生
以

ほ
し
い
で
す
。

◇
「
ロ
シ
ア
〜
」
の
件
に

つ
い
て
、
紛
争
は
ま
だ
続

い
て
い
る
が
、
そ
の
後
何

か
し
ら
の
行
動
を
し
て
い

る
の
か
。

⬇
意
見
書
提
出
後
、
町
で

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
の
受

け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

◇
空
き
地
や
空
き
家
の
問

題
で
、
ご
み
が
放
置
さ
れ

て
い
る
と
町
の
治
安
に
も

係
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
ほ
し
い
。

◇
よ
そ
か
ら
伊
奈
町
へ
来

た
時
な
ど
、
住
居
表
示
が

な
く
て
分
か
り
づ
ら
い
の

で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◇
公
園
の
遊
具
が
減
り
、

高
齢
者
向
け
の
健
康
器
具

へ
代
わ
っ
た
り
し
て
い
る

が
、
ど
ち
ら
も
必
要
か
も

し
れ
な
い
の
で
バ
ラ
ン
ス

良
く
設
置
し
て
ほ
し
い
。

◇
公
園
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
公
園
で
座
れ

る
場
所
が
少
な
い
の
で
、

座
っ
て
交
流
で
き
る
よ
う

な
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

◇
「
い
な
ま
る
」
の
利
用

状
況
は
ど
う
か
。
利
用
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

他
の
自
治
体
で
や
っ
て
い

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

◇
子
ど
も
議
会
や
議
会
の

見
学
な
ど
、
子
供
や
若
者

が
地
方
政
治
に
対
し
て
興

味
を
持
つ
よ
う
な
環
境
や

機
会
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

◇
教
育
費
の
保
護
者
負
担

に
つ
い
て
、
制
度
利
用
な

ど
の
手
続
き
が
困
難
な
家

庭
も
あ
る
の
で
、
救
援
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

◇
保
育
所
の
民
営
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
公
立
の
良

さ
と
い
う
も
の
も
あ
る
の

で
、
民
営
化
と
い
う
こ
と

に
流
れ
な
い
よ
う
に
。
ま

た
、
定
員
は
満
た
す
の
が

目
的
で
は
な
く
、
少
な
け

れ
ば
面
倒
見
が
厚
い
わ
け

い
か
。

⬇
今
後
の
検
討
課
題
と
い

た
し
ま
す
。

◇
議
会
は
行
政
府
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
立
場
で
あ
る
べ

き
で
、
行
政
と
な
れ
合
い

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

⬇
そ
の
と
お
り
で
す
。

◇
議
会
を
夜
間
に
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
用
し
て
家
庭
で
も

傍
聴
で
き
る
体
制
を
。

⬇
今
後
の
検
討
課
題
と
い

た
し
ま
す
。

◇
若
い
女
性
の
議
員
を
も

っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。

⬇
若
い
女
性
に
限
ら
ず
多

く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て

◇
定
例
会
な
ど
の
様
子
を

ネ
ッ
ト
配
信
し
て
ほ
し
い
。

⬇
予
算
要
求
中
で
す
。

◇
常
任
委
員
会
が
２
つ
あ

る
が
、
選
出
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

⬇
議
員
の
希
望
を
も
と
に

議
長
が
調
整
し
て
決
定
し

ま
す
。

◇
議
会
だ
よ
り
の
一
般
質

問
の
部
分
は
抜
粋
で
は
な

く
全
文
載
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

⬇
紙
面
に
限
り
が
あ
る
の

で
全
文
は
載
せ
ら
れ
ま
せ

ん
。
少
し
遅
れ
ま
す
が
会

議
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
議
案
に
つ
い
て
全
会
一

致
が
多
い
が
、
反
対
す
る

よ
う
な
意
見
は
出
て
い
な

い
の
か
。
出
て
い
る
の
が

健
全
だ
と
思
う
。

⬇
議
案
に
よ
っ
て
は
反
対

意
見
も
あ
り
ま
す
。

◇
伊
奈
町
議
会
基
本
条
例

の「
〜
政
府
と
し
て
の
議

会
」
と
い
う
文
言
は
三
権

分
立
の
原
則
に
対
し
て
相

応
し
く
な
い
の
で
は
な

生
活
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
民
サ
ー
ビ
ス

役
場
庁
舎

自
然
・
農
業

子
育
て
・
教
育

議
会
・
議
会
議
員

グループに分かれて広聴会第２部

　４つのグループに分かれての広聴会は、活発な発言の中、たくさんのご意
見・ご要望と質問をいただきました。
　議会は執行機関でないため、議会以外のことを直接お答えすることができな
いので、後日、関係課にご意見等をまとめ提出しました。（右写真）なお、いた
だいたご意見は議会活動に生かしていきます。
　下記にご意見等の一部を抜粋して掲載させていただきます。

議会報告会に参加して…表紙の写真ってなあに？
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・議員とは選挙の時に少しふれあうくらいで、じっくり話す機会がありま
せんでしたので、今回、大変充実した日になりました。
・年１回だとたくさん議論することがあると思いますし、報告されること
も多くなりますので、最低２回は開催していただけると助かります。
・若年世代がまちづくりについて意見を述べたり、町や町議会と議論がで
きる場があると嬉しいです。
・議員の個別の問合せフォームを町議会サイトにつくるなど、町会議員の
方ともっと気軽にコミュニケーシ
ョンや連絡がとれる仕組みをつく
っていただけると、町民の意見を
聴取しやすくなると思います。
・伊奈町議会Webサイトの「議員
名簿」の個別の議員の方のページ
に記載されているメールアドレス
につながらない事が今年に入って
あったので、更新をお願いします。

緑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か

ら
伊
奈
町
に
移
り
住
ん
だ
。

緑
と
生
き
物
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
光
を

与
え
て
ほ
し
い
。
も
う
少

し
町
と
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
ほ
し
い
。

◇
町
の
農
業
の
問
題
で
、

農
業
だ
け
で
生
活
で
き
る

人
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
農

業
は
町
の
要
と
な
る
産
業

な
の
で
、
後
継
者
支
援
な

ど
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

ま
た
制
度
が
行
き
渡
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

◇
新
庁
舎
の
会
議
室
は
音

響
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

◇
新
庁
舎
に
図
書
館
を
入

れ
て
良
い
の
か
。
臨
時
の

駐
車
場
は
ど
う
す
る
の
か
。

◇
伊
奈
病
院
周
辺
の
道
路

環
境
整
備
も
含
め
て
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

◇
役
場
庁
舎
建
替
え
に
あ

た
り
、
複
合
化
と
の
こ
と

だ
が
、
ゆ
め
く
る
の
出
張

所
は
存
続
し
て
ほ
し
い
。

◇
新
庁
舎
に
は
町
民
が
自

由
に
気
軽
に
使
え
る
よ
う

な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
も
ら
い
た
い
。

◇
「
ず
っ
と
住
み
た
い
緑

に
あ
ふ
れ
た
キ
ラ
キ
ラ
光

る
元
気
な
ま
ち
」
と
あ
る

が
、
最
近
で
は
緑
が
少
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

W
i
t
h
コ
ロ
ナ
が
少
し
ず
つ
定
着
し
始
め
、

町
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
写
真
は
「
内
宿
区
」
で
行
わ
れ
た

年
末
恒
例
の
お
餅
つ
き
。

「
こ
ん
な
に
い
た
の
？
」

と
い
う
ぐ
ら
い
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
、

見
て
い
る
こ
ち
ら
が
幸

せ
に
な
る
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

な
の
で
、
そ
れ
で
結
構
だ

と
い
う
考
え
で
良
い
の
で

は
な
い
か
。

◇
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

学
習
支
援
は
行
っ
て
い
る

か
。

◇
特
別
支
援
学
級
が
各
校

に
あ
る
が
、
集
約
す
れ
ば

人
員
・
コ
ス
ト
も
集
約
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
遠

隔
地
に
通
学
で
き
る
よ
う

「
い
な
ま
る
」
を
１
時
間

早
く
運
行
す
る
な
ど
、
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
対
応

し
て
は
ど
う
か
。
　

◇
各
家
庭
や
児
童
生
徒
に

よ
っ
て
特
別
支
援
学
級
に

関
し
て
は
選
択
肢
を
残
す

べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

下
の
料
金
割
引
か
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
等
へ
の
補
助

金
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。

◇
中
学
校
の
校
庭
を
テ
ス

ト
期
間
中
な
ど
の
平
日
の

開
放
拡
大
を
し
て
ほ
し
い
。

学
校
長
と
の
相
談
で
は
な

く
、
町
で
申
し
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

◇
道
路
掃
除
や
集
金
な
ど

が
面
倒
と
の
理
由
か
ら
自

治
会
な
ど
に
参
加
す
る
人

数
が
半
分
以
上
減
っ
て
き

て
い
て
、
高
齢
者
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
希
薄
化
も
心
配
。

◇
「
議
会
だ
よ
り
」
と

「
広
報
い
な
」
が
ア
パ
ー

ト
等
へ
未
配
布
な
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か
、

必
ず
全
戸
配
布
に
す
べ
き
。

◇
教
育
・
生
活
・
福
祉
全

般
に
お
い
て
町
職
員
数
を

増
や
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

◇
子
ど
も
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｔ
端
末
に
つ
い
て
、
教

育
の
現
場
で
の
実
際
の
効

果
は
ど
う
な
の
か
。
Ｉ
Ｔ

化
す
る
こ
と
に
よ
る
教
員

の
負
担
や
、
先
生
と
児
童

生
徒
と
の
直
接
的
な
や
り

取
り
の
機
会
が
減
る
と
い

う
の
は
ど
う
な
の
か
。

◇
２
０
２
５
年
か
ら
、
中

学
の
体
育
系
部
活
動
を
地

域
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
指
導
者
の
絶

対
的
な
不
足
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

◇
町
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

の
使
用
料
金
を
値
上
げ
し

た
が
、
大
会
費
用
な
ど
で

運
営
予
算
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
中
学
生
以

ほ
し
い
で
す
。

◇
「
ロ
シ
ア
〜
」
の
件
に

つ
い
て
、
紛
争
は
ま
だ
続

い
て
い
る
が
、
そ
の
後
何

か
し
ら
の
行
動
を
し
て
い

る
の
か
。

⬇
意
見
書
提
出
後
、
町
で

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
の
受

け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

◇
空
き
地
や
空
き
家
の
問

題
で
、
ご
み
が
放
置
さ
れ

て
い
る
と
町
の
治
安
に
も

係
る
た
め
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
ほ
し
い
。

◇
よ
そ
か
ら
伊
奈
町
へ
来

た
時
な
ど
、
住
居
表
示
が

な
く
て
分
か
り
づ
ら
い
の

で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

◇
公
園
の
遊
具
が
減
り
、

高
齢
者
向
け
の
健
康
器
具

へ
代
わ
っ
た
り
し
て
い
る

が
、
ど
ち
ら
も
必
要
か
も

し
れ
な
い
の
で
バ
ラ
ン
ス

良
く
設
置
し
て
ほ
し
い
。

◇
公
園
を
増
や
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
公
園
で
座
れ

る
場
所
が
少
な
い
の
で
、

座
っ
て
交
流
で
き
る
よ
う

な
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

◇
「
い
な
ま
る
」
の
利
用

状
況
は
ど
う
か
。
利
用
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

他
の
自
治
体
で
や
っ
て
い

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

◇
子
ど
も
議
会
や
議
会
の

見
学
な
ど
、
子
供
や
若
者

が
地
方
政
治
に
対
し
て
興

味
を
持
つ
よ
う
な
環
境
や

機
会
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

◇
教
育
費
の
保
護
者
負
担

に
つ
い
て
、
制
度
利
用
な

ど
の
手
続
き
が
困
難
な
家

庭
も
あ
る
の
で
、
救
援
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。

◇
保
育
所
の
民
営
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
公
立
の
良

さ
と
い
う
も
の
も
あ
る
の

で
、
民
営
化
と
い
う
こ
と

に
流
れ
な
い
よ
う
に
。
ま

た
、
定
員
は
満
た
す
の
が

目
的
で
は
な
く
、
少
な
け

れ
ば
面
倒
見
が
厚
い
わ
け

い
か
。

⬇
今
後
の
検
討
課
題
と
い

た
し
ま
す
。

◇
議
会
は
行
政
府
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
立
場
で
あ
る
べ

き
で
、
行
政
と
な
れ
合
い

に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

⬇
そ
の
と
お
り
で
す
。

◇
議
会
を
夜
間
に
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
用
し
て
家
庭
で
も

傍
聴
で
き
る
体
制
を
。

⬇
今
後
の
検
討
課
題
と
い

た
し
ま
す
。

◇
若
い
女
性
の
議
員
を
も

っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。

⬇
若
い
女
性
に
限
ら
ず
多

く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て

◇
定
例
会
な
ど
の
様
子
を

ネ
ッ
ト
配
信
し
て
ほ
し
い
。

⬇
予
算
要
求
中
で
す
。

◇
常
任
委
員
会
が
２
つ
あ

る
が
、
選
出
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

⬇
議
員
の
希
望
を
も
と
に

議
長
が
調
整
し
て
決
定
し

ま
す
。

◇
議
会
だ
よ
り
の
一
般
質

問
の
部
分
は
抜
粋
で
は
な

く
全
文
載
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

⬇
紙
面
に
限
り
が
あ
る
の

で
全
文
は
載
せ
ら
れ
ま
せ

ん
。
少
し
遅
れ
ま
す
が
会

議
録
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
議
案
に
つ
い
て
全
会
一

致
が
多
い
が
、
反
対
す
る

よ
う
な
意
見
は
出
て
い
な

い
の
か
。
出
て
い
る
の
が

健
全
だ
と
思
う
。

⬇
議
案
に
よ
っ
て
は
反
対

意
見
も
あ
り
ま
す
。

◇
伊
奈
町
議
会
基
本
条
例

の「
〜
政
府
と
し
て
の
議

会
」
と
い
う
文
言
は
三
権

分
立
の
原
則
に
対
し
て
相

応
し
く
な
い
の
で
は
な

生
活
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
整
備

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
民
サ
ー
ビ
ス

役
場
庁
舎

自
然
・
農
業

子
育
て
・
教
育

議
会
・
議
会
議
員

グループに分かれて広聴会第２部

　４つのグループに分かれての広聴会は、活発な発言の中、たくさんのご意
見・ご要望と質問をいただきました。
　議会は執行機関でないため、議会以外のことを直接お答えすることができな
いので、後日、関係課にご意見等をまとめ提出しました。（右写真）なお、いた
だいたご意見は議会活動に生かしていきます。
　下記にご意見等の一部を抜粋して掲載させていただきます。

議会報告会に参加して…表紙の写真ってなあに？
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議
会
だ
よ
り
　
　
第
1
９
8
号

令
和
5
年
２
月
1
日
発
行

編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

〒 

3
6
2
‐
8
5
1
7
埼
玉
県
北
足
立
郡
伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

蕕
0
4
8
（
7
2
1
）
2
1
1
1
㈹
　
蕭
0
4
8
（
7
2
3
）
6
0
6
7

号198第

前
回
の
答
え
と
当
選
者

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

第
51
弾
で
す
。

で配信中で配信中

タ
テ
の
カ
ギ

1 

こ
こ
の
東
塔
は
国
宝
で
す

2 

二
十
四
節
気
の
一
つ
。
立

春
の
次

5 

日
本
が
昼
間
だ
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は

6 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
こ
う
呼

ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す

7 

♪
○
○
や
こ
ん
こ
、
あ
ら

れ
や
こ
ん
こ

ヨ
コ
の
カ
ギ

2 

○
○
に
爪
あ
り
爪
に
爪
な

し
3 

成
功
す
る
こ
と

4 

愛
媛
県
の
旧
国
名

6 

今
年
は
昭
和
22
年
生
ま
れ

が
数
え
年
で
迎
え
ま
す

8 

東
奥
三
大
霊
場
の
ひ
と
つ

〇
〇
〇
山

問
題

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
E
F
の
順
に
並
べ

た
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
。

６
文
字
で
す
。

答
え
の
ヒ
ン
ト

1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
限
定

だ
が
町
内
小
中
学
校
で
無
償

化
さ
れ
て
い
る

子（
学
園
）、安
藤
春
実（
学

園
）、澤
田
直
久（
学
園
）

―

順
不
同・敬
称
略―

★
は
が
き
に
答
え

  

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、

〒
3
6
2
ー
8
5
1
7

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

　
　
　
議
会
広
報
委
員
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
誌
へ
の
ご
意

見
や
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
あ
わ
せ
て
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

☆
締
切
　
２
月
28
日
（
当

日
消
印
ま
で
有
効
）

　
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
エ
コ
手

袋
を
差
し
上
げ
ま
す
。

☆
正
解
と
当
選
者
の
発
表

は
次
号
の
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
す
。

　
前
回
の
答
え
は
「
ブ
ン

カ
サ
イ
」
で
し
た
。
応
募

総
数
25
人
。
正
解
者
25
人

の
う
ち
抽
選
で
10
人
の
方

に
「
エ
コ
手
袋
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

〈
当
選
者
〉

伊
藤
利
誠（
本
町
）、千
葉
弘

幸（
本
町
）、平
田
登
志
子（
小

室
）、赤
沼
テ
ル（
小
針
新

宿
）、塚
本
信
子（
小
針
新

宿
）、永
倉
三
千
代（
中
央
）、

赤
瀬
徹（
西
小
針
）、増
田
敬

応
募
方
法

（
例
　Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ

）

「伊奈町議会だより」も「伊奈町議会だより」も

議会HP議会HP議会フェイスブック議会フェイスブック

 

1

B

C
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2
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5
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7
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ED

F

（うら）

え
答

所
住・
号
番
便
郵

名
・

氏ご
意
見
・
ご
感
想

齢
年号

番
話
電

）

（

（おもて）

会
議

員
委
報
広

会 

行

3 6 2 8 5 1 7切手
63円

 

例
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓔ
Ⓕ

伊
奈
町
中
央
四
丁
目
３
５
５
番
地

▲ローズちゃんの「エコ手袋」
　※色は選べません

◇
毎
月
楽
し
く
読
ん
で
お

り
ま
す
。
11
月
19
日
の
議

会
報
告
会
参
加
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
（
50
代
）

◇
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
伊
奈

町
の
情
報
が
良
く
わ
か
る

の
で
次
回
以
降
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
伊
奈

町
民
と
し
て
、
伊
奈
町
の

現
状
や
改
善
点
に
つ
い
て
、

も
っ
と
興
味
を
持
た
な
い

と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
　
　
　
　
（
30
代
）

◇
議
会
だ
よ
り
の
文
字
も

大
き
く
色
づ
か
い
も
良
く

見
易
い
で
す
ね
。　（
80
代
）

◇
80
歳
以
上
に
補
聴
器
代

の
一
部
負
担
が
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。　
（
90
代
）

◇
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
り
と
て
も
助
か
っ
て
い

ま
す
。
学
校
以
外
の
施
設

で
も
当
た
り
前
に
な
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
10
代
）

◇
共
働
き
の
家
庭
が
多
い

中
、
保
育
園
の
延
長
は
助

か
る
と
思
い
ま
す
。

◇
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、

議
員
さ
ん
の
取
り
組
み
方

や
活
動
内
容
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
　
　
（
70
代
）

　
令
和
４
年
12
月
議
会
も

13
日
で
無
事
に
閉
会
し
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
６
波

が
年
明
け
に
始
ま
り
、
全

国
で
感
染
者
が
10
万
人
を

超
え
医
療
現
場
も
国
民
も

不
安
を
抱
い
て
、
マ
ス
ク

を
２
枚
重
ね
る
人
も
い
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
も
３
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
観
光
地

活
性
化
対
策
の
県
民
割
が

始
ま
り
、
そ
の
矢
先
の
第

６
波
の
流
行
で
あ
り
ま
し

た
。

　
現
在
も
第
７
波
、
８
波

と
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
続
い

て
お
り
ま
す
。

　
２
月
24
日
に
は
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
、

す
で
に
10
か
月
に
な
り
ま

す
。
逃
げ
惑
う
母
子
の
姿

は
、
戦
争
の
悲
惨
を
見
せ

つ
け
ま
す
。
世
界
の
流
通

は
乱
れ
、
円
安
は
進
み
、

ま
さ
に
世
界
は
混
沌
と
混

乱
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
寅
年
か
ら
卯
年

に
、
穏
や
か
な
年
に
ジ
ャ

ン
プ
し
よ
う
。

（
大
野  

興
一
）

編
集
後
記

議
会
広
報
委
員
会

委  

員  

長
　上
野
　尚
德

副
委
員
長
　髙
橋
ま
ゆ
み

委
　
　員
　武
藤
　倫
雄

委
　
　員
　山
野
　智
彦

委
　
　員
　大
野
　興
一

委
　
　員
　戸
張
　光
枝

委
　
　員
　藤
原
　義
春

委
　
　員
　青
木
　久
男

声
の
者
読

◇
議
会
だ
よ
り
で
伊
奈
町

の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
　
　
　
　
（
70
代
）◆令和３年度決算特別委員会

◆議会報告会・アンケート結果特集

12月定例会令和４年

P５ ～ ７P５ ～ ７
P21～ 23P21 ～ 23 読みやすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

読みやすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザイン書体を
採用しています。

植物油インキを植物油インキを
使用しています。使用しています。

★議会だよりは再生紙を
　使用しています。
★議会だよりは再生紙を
　使用しています。


